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多様性の中で力をつける～そこは「宇宙」。  

 
 

三重県立津高等学校長  

中川 弘文  

 

 「生き生き津高」は、本校の学校行事や生徒会活動、部活動等、本校生徒の一

年の活動記録をまとめたものです。津高生にとっては自分たちの「いま」を映し

出した記録集であるとともに、中学生のみなさんには親しみやすい学校案内とし

ての役割を果たしています。昨年度に改訂を行い、本校公式ホームページを通し

て閲覧可能な電子ファイルとしました。  

 

 津高校は、『自主・自律』の校訓のもと、高い知性と教養を持ったリーダーが

育つ学校」を目指し、教育活動を展開しています。本物との出会い、多くの人と

の対話、探究活動を大切にして、生涯を通して、主体的に学ぶための基礎づくり

行っています。  

本年度の学校案内ポスター（右）は 2 年

生の生徒がデザインしました。宇宙空間を

学年別の体操服の色を表す三色の列車が

走る。その隣で宇宙を自由に動き回る子ど

もたち。タイトルは「そこは、宇宙。」と

だけ書かれています。  

ひとり一人の個性や才能のちがいをお

互いが認め合い、尊重し合う。切磋琢磨す

る中で、自分がやりたいことに気づき、自分を高めることができる。多様性や自

主性を重んじる本校のイメージが描かれています。多様性こそ津高の強み、魅力

です。  

本冊子において、生徒たちの生き生きとした姿をご覧ください。  
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津高校 生徒会活動紹介 

 
「生徒会会長を経験して」        ２年 松林 由起(西橋内中) 

津高校は「自主・自律」のもと、生徒が主体となって生徒会活動を行っています。仕事

内容は主に対面式や体育祭、文化祭などの行事の企画、運営です。会長はその行事で挨拶

をしたり、表彰伝達をしたりしています。また、外務活動にも力を入れ、東海の生徒会役

員が集まり、生徒会活動についての議論や意見交換をする東海生徒会連盟、全国の生徒会

役員が集まる全国高校生徒会大会に参加しました。他校と生徒会のあり方は違うこともあ

りますが、同じ悩みを持った生徒と関わることでいい刺激になり、生徒会活動に対しての

モチベージョン維持につながり、生徒会の可能性を再確認することができました。 

 生徒会活動を通して一番印象に残ったのは、生徒会は「生徒の代表」ではなく、「生徒

全員」を指す言葉だということです。私たちはその本部役員のようなもので生徒会と生徒

の壁はないのだと知ることができました。この思いを後輩にも引き継いでもらい、より良

い学校作りに励んでほしいと思います。 

 

 

 

「文化祭担当の役割について」       1 年 田路 祐也 (天栄中 ) 

 津校の文化祭では、総合文化センターで行わ  

れる非公開の部と、本校で行われる一般公開の  

部の２つに分かれており、僕たち生徒会はその  

運営・企画を担当しています。  

 非公開の部では、主に吹奏楽部や軽音楽部  

などの文化系クラブの発表を中心に行っています。また、伝統である教員劇や有志発表  

津校ならではのユニークな出し物もあり、毎年大  

いに盛り上がります。生徒会は、当日のタイムテ  

ーブルの作成、出演者との打ち合わせなどを行い、生徒たちと一緒に文化祭を作り上げて

いきます。  

 一般公開の部では、各クラスの模擬店や、非公開で発表をしない書道部や茶道部などの

文化系クラブの発表を行っており、校外からも多くの人が訪れます。生徒会は各クラスの

企画のチェックや当日のパンフレットの作成・配布などを行い、企画を支える重要な役割

を担っています。また、文化祭アーチの作成などの大変ではあるけれど、とても達成感の

ある仕事を行います。  
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「レク大担当の役割について」      １年 山川 琉誠 (東観中 ) 

レクリエーション大会、通称「レク大」は春  

と夏に 3 日間ずつ行われる津高で最も盛り上が  

る行事の１つです。  

普段は勉強ばかりの人もこの日は授業もない  

ため、全力で遊ぶことができます。  

種目は、バスケ、バレー、サッカーといった  

運動系からオセロや大富豪などの頭脳戦系、七  

並べなどの運次第と様々です。また、レク大を  

通して先生やクラスの団結力を高めることがで  

きるのも魅力の１つです。  

さて、レク大担当の仕事についてですが、主な仕事は選手登録、会場のセッティング、

審判と様々です。当日は皆が楽しめるように動き回ったりするため忙しいですが、とても

やりがいのある仕事です。  

 

 

 

 

「体育祭担当の役割について」  １年 池山 愛斗 （三重大学附属中） 

 体育祭は、1 年間の行事の中で唯一３学年  

全員で協力する行事です。  

 競技は、障害物競争・騎馬戦・クラス対抗  

リレー・１２０人競技など様々です。  

 １２０人競技はそれぞれの団が、組体操や  

ダンスを考えて作り上げます。一所懸命練習  

したパフォーマンスはどの団もとても完成度  

が高く見ていてとても楽しむことができます。  

 次の体育祭も素晴らしいものにできるように体育祭運営委員と協力して頑張ります。 
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「津高生の修学旅行だってよ。」 

修学旅行委員長 ２年 三宅 綾香(西郊中)  
 

私 た ち 委 員 は 各 ク ラ ス ２ 人 ず つ 、 総 勢 18 人 で 活 動 し ま し た 。 私 た ち の 代 か

ら 修 学 旅 行 が ３ 泊 ４ 日 に な り 、３ つ の コ ー ス に 分 か れ て 旅 す る こ と に な り ま し

た 。日 数 が 増 え た こ と で 、よ り 自 由 度 は 上 が り ま し た が 、初 め て の 行 程 と い う

こ と で 、慎 重 に 判 断 し て い く 必 要 が あ り ま し た 。委 員 の 仕 事 は 、行 程 の 決 定 は

も ち ろ ん 、し お り の 作 成 や 、ク ラ ス で の 話 し 合 い を リ ー ド す る こ と な ど が あ り

ま し た 。 ま た 、 ク ラ ス の 代 表 と し て ク ラ ス の 提 案 を 旅 行 会 社 の 方 に 伝 え た り 、

反 対 に 旅 行 会 社 の 方 か ら の ア ド バ イ ス を ク ラ ス に 伝 え た り す る の も 大 き な 仕

事 で し た 。ど れ も 重 要 な も の ば か り で 、焦 る こ と も あ り ま し た 。で す が 、委 員

全 員 が そ れ ぞ れ の 力 を 充 分 に 発 揮 し 、 １ つ ず つ 着 実 に こ な せ て い た と 思 い ま

す 。修 学 旅 行 の 主 役 は 私 た ち ２ 年 生 全 員 で す 。委 員 だ け で 話 を 進 め る の で は な

く 、各 ク ラ ス で 、時 に は ク ラ ス を 超 え て 協 力 し 、行 程 を 完 成 さ せ ま し た 。仲 間

と 思 い 思 い に 行 き 先 を 考 え 、行 程 を 決 め て い く の は 、と て も わ く わ く す る 、楽

し い こ と で し た 。当 日 は 、自 分 た ち で 考 え た 行 程 を 思 う 存 分 楽 し み 、中 に は 予

想 以 上 に 楽 し め る と こ ろ も あ っ た り と 、 大 い に 盛 り 上 が り ま し た 。 目 的 地 で 、

移 動 中 の バ ス や 飛 行 機 の 中 で 、旅 館 で 、い ろ い ろ な 場 所 で 、み ん な の 笑 顔 が あ

ふ れ て い ま し た 。楽 し す ぎ て 、３ 泊 ４ 日 が 短 く 感 じ ら れ 、終 わ っ て ほ し く な い 、

と 思 う ほ ど で し た 。こ ん な に す ば ら し い 最 高 の 修 学 旅 行 に な っ た の は 、生 徒 を

は じ め 、先 生 方 や 旅 行 会 社 の 方 々 の 協 力 、助 け が あ っ た か ら こ そ だ と 思 い ま す 。 

 

私 個 人 と し て は 、委 員 長 と い う こ と で 責 任 が 大 き か っ た で す が 、他 の 委 員 や

先 生 方 の お か げ で 気 負 い す ぎ る こ と な く 、や り 切 る こ と が で き た と 思 っ て い ま

す 。今 回 、修 学 旅 行 委 員 と し て 活 動 し た こ と で 準 備 の 大 切 さ を 学 び ま し た 。こ

の こ と を 、こ れ か ら の 生 活 に も 活 か し て 、よ り 充 実 し た 生 活 を 送 り た い と 考 え

て い ま す 。 修 学 旅 行 に 委 員 長 と し て 深 く 関 わ れ た こ と を 誇 り に 思 い ま す 。  

 

津 高 校 な ら で は の 自 由 さ と 生 徒 全 員 で 考 え ぬ い た 、 オ リ ジ ナ ル の 修 学 旅 行

は 、何 事 に も か え 難 い 最 高 の 思 い 出 で す 。こ れ か ら も そ ん な 修 学 旅 行 が 続 く こ

と を 期 待 し て い ま す 。  
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2017 年度 修学旅行 行程表  

日 月日 行       程  

１ 
 
日 
 
目 

6/20 
（火） 

十勝コース③⑤⑥ 
学校 7:15・・・8:50 中部国際空港 ANA703 9:50・・・11:35 新千歳空港 12:15・・・
14:00 体験学習(ﾗﾌﾃｨﾝｸﾞ・MTB）17:20・・・18:50 ﾎﾃﾙ(泊) 
 
函館コース②⑧⑨ 
学校 8:00・・・9:30 中部国際空港 ANA4827 10:30・・・12:00 函館空港 12:50・・・
13:10 ﾄﾗﾋﾟｽﾁﾇ修道院 13:50・・・14:15 五稜郭公園 16:15・・・16:30 ﾎﾃﾙ(泊) (19:00
～21:00 夜景観賞) 
 
網走コース①④⑦ 
学校 10:00・・・11:30 中部国際空港 ANA32512:30・・・14:15 旭川空港 14:45・・・
15:15 旭山動物園 16:30・・・⑦20:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

・・・①④19:00 ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝ e’f (夕食)20:00・・・21:50 ﾎﾃﾙ(泊) 
 
 

２ 
 
日 
 
目 

6/21 
（水） 

①ﾎﾃﾙ 8:15・・・10:00 ｳﾄﾛ港 10:30・・・(知床半島周遊)・・・12:00 ｳﾄﾛ港 12:10・・・
12:30 道の駅うとろｼﾘｴﾄｸ・夷知床(昼食)13:30・・・16:05 阿寒湖 17:30・・・19:00 ﾎ
ﾃﾙ(泊) 

②ﾎﾃﾙ 8:30・・・8:45 函館元町散策 10:30・・・12:30 ﾄﾞﾗｲﾌﾞｲﾝかなや（昼食）13:20・・・
14:50 登別ﾏﾘﾝﾊﾟｰｸﾆｸｽ 17:00・・・17:30 ﾎﾃﾙ(泊) 

③ﾎﾃﾙ 9:00・・・9:15 十勝が丘展望台 9:45・・・10:15 柳月ｽｲｰﾄﾋﾟｱｶﾞｰﾃﾞﾝ 11:30・・・
11:45 六花亭 12:15・・・12:30 はげ天本店(昼食)13:30・・・15:50 阿寒湖・阿寒湖
温泉 17:00・・・19:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

④ﾎﾃﾙ 7:25・・・9:25 知床峠 9:45・・・10:15 ｳﾄﾛ港 10:30・・・(知床半島周遊)・・・12:00
ｳﾄﾛ港 12:10・・・12:20 知床さいはて市場(昼食)13:20・・・16:05 阿寒湖 17:30・・・
19:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

⑤ﾎﾃﾙ 8:30・・・10:00 ﾀｳｼｭﾍﾞﾂ川展望台 10:20・・・11:20 然別湖ｸﾙｰｽﾞ 12:40・・・
12:50 ﾎﾃﾙ風水(昼食)13:30・・・16:10 柳月ｽｲｰﾄﾋﾟｱｶﾞｰﾃﾞﾝ 16:50・・・17:10 帯広
駅周辺 18:40・・・19:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

⑥ﾎﾃﾙ 8:30・・・9:45 ﾅｲﾀｲ高原牧場 10:00・・・11:00 ﾀｳｼｭﾍﾞﾂ川展望台 11:20・・・
13:00 とかち豚丼夢の蔵(昼食)13:40・・・14:30 六花の森 15:30・・・15:50 幸福駅
16:00・・・16:40 帯広駅周辺 18:30・・・19:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

⑦ﾎﾃﾙ 6:30・・・8:15 ｳﾄﾛ港 8:30・・・(知床半島周遊)・・・10:40 ｳﾄﾛ港 10:50・・・12:30
ｵﾎｰﾂｸﾊﾞｻﾞｰﾙ(昼食)13:30・・・13:45 博物館網走監獄 14:50・・・16:30 摩周湖
17:00・・・19:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

⑧ﾎﾃﾙ 8:30・・・8:45 函館市内散策(赤ﾚﾝｶﾞ付近)10:30・・・12:30 ﾄﾞﾗｲﾌﾞｲﾝかなや
（昼食）13:20・・・14:10 そうべつくだもの村 15:10・・・15:30 洞爺湖 15:50・・・17:00
ﾎﾃﾙ・・・登別地獄谷散策・・・18:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

⑨ﾎﾃﾙ 8:30・・・8:45 函館元町散策 10:25・・・12:30 ﾄﾞﾗｲﾌﾞｲﾝかなや（昼食）13:20・・・
14:10 洞爺湖遊覧船 15:50・・・16:50 地球岬 17:10・・・18:00 ﾎﾃﾙ(泊) 
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３ 
日 
目 

6/22 
(木) 

①ﾎﾃﾙ 8:40・・・9:10 釧路市湿原展望台 10:00・・・12:30 ｶﾝﾄﾘｰﾊﾟﾊﾟ(昼食)13:30・・・
15:30 夕張ﾒﾛｰﾄﾞ 15:50・・・17:30 羊ヶ丘展望台 18:00・・・18:30 ﾃﾚﾋﾞ塔(班別行
動)19:10・・・(ﾊﾞｽ)・・・19:30 ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ園 20:50・・・21:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

②ﾎﾃﾙ 8:40・・・9:00 ｸﾏ牧場 10:15・・・12:00 羊ヶ丘展望台 12:45・・・13:30 札幌場外
市場 14:30・・・14:50 白い恋人ﾊﾟｰｸ 15:50・・・16:30JR 札幌駅(班別行動)・・・(各
班徒歩)・・・19:30 ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ園 20:50・・・21:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

 
③ﾎﾃﾙ 8:40・・・12:10JR 札幌駅(自由昼食)14:45・・・15:15 札幌ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾐｭｰｼﾞｱﾑ

16:00・・・16:30 白い恋人ﾊﾟｰｸ 17:45・・・18:30 ﾃﾚﾋﾞ塔・・・(各班徒歩)・・・19:30 ｷﾘ
ﾝﾋﾞｰﾙ園 20:50・・・21:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

④ﾎﾃﾙ 8:40・・・9:10 釧路市湿原展望台 10:10・・・12:30 清水ﾄﾞﾗｲﾌﾞｲﾝ・展望ﾚｽﾄﾗﾝ
とかち亭(昼食)13:30・・・16:00JR 札幌駅(班別行動)・・・(各班徒歩)・・・19:30 ｷﾘ
ﾝﾋﾞｰﾙ園 20:50・・・21:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

⑤ﾎﾃﾙ 8:40 ・ ・ ・ 12:30 小樽市内散策 (自由昼食 )15:00 ・ ・ ・ 15:20 小樽水族館
16:40・・・18:00 藻岩山ﾛｰﾌﾟｳｪｲ 19:00・・・(ﾊﾞｽ)・・・19:30 ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ園 20:50・・・
21:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

⑥ﾎﾃﾙ 8:40・・・11:10 輪厚 PA11:30・・・12:30 小樽市内散策(自由昼食)15:40・・・
17:00 羊ヶ丘展望台 17:30・・・18:00 ﾃﾚﾋﾞ塔(班別行動)・・・(各班徒歩)・・・19:30
ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ園 20:50・・・21:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

⑦ﾎﾃﾙ 8:40 ・ ・ ・ 13:00 新千歳空港 (自由昼食 )14:30 ・ ・ ・ 15:30 羊 ヶ丘展望台
16:00・・・16:30 白い恋人ﾊﾟｰｸ 17:30・・・18:00JR 札幌駅・・・(班別行動)・・・ﾃﾚﾋﾞ
塔 19:10・・・(ﾊﾞｽ)・・・19:30 ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ園 20:50・・・21:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

⑧ﾎﾃﾙ 8:40・・・10:00 羊ヶ丘展望台 10:30・・・11:15 ｻｯﾎ ﾟﾛさとﾗﾝﾄ ﾞ (体験 ・昼
食)14:15 ・・・14:45JR 札幌駅(班別行動)・・・(各班徒歩)・・・19:30 ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ園
20:50・・・21:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

⑨ﾎﾃﾙ 8:40・・・10:30 白い恋人ﾊﾟｰｸ 11:30・・・12:15 ﾗｰﾒﾝ横丁(自由昼食)13:50・・・
14:10 円山動物園 15:40・・・16:10JR 札幌駅(班別行動)・・・(各班徒歩)・・・19:30
ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ園 20:50・・・21:00 ﾎﾃﾙ(泊) 

 

４ 
 
日  
 
目 

6/23 
（金） 

①ﾎﾃﾙ 8:40･･･9:30 小樽市内散策(昼食)13:30･･･15:00 新千歳空港 ANA710  
16:05・・・17:50 中部国際空港 18:30・・・20:15 学校 

②ﾎﾃﾙ 8:10･･･9:00 小樽市内散策(昼食)12:50･･･14:20 新千歳空港 ANA4836  
15:20・・・17:05 中部国際空港 17:45・・・19:20 学校 

③ﾎﾃﾙ 8:10･･･9:00 小樽市内散策(昼食)12:00･･･13:30 新千歳空港 JAL3110  
14:25・・・16:10 中部国際空港 16:50・・・18:30 学校 

④ﾎﾃﾙ 8:40･･･9:30 小樽市内散策(昼食)13:30･･･15:00 新千歳空港 ANA710  
16:05・・・17:50 中部国際空港 18:30・・・20：15 学校 

⑤ﾎﾃﾙ 8:20・・・9:00 羊ヶ丘展望台 9:30・・・10:00 ﾃﾚﾋﾞ塔 (班別行動)11:00・・・12:10
新千歳空港(昼食)JAL3110 14:25・・・16:10 中部国際空港 16:50・・・18:30 学校 

⑥ﾎﾃﾙ 9:00・・・9:30 円山動物園 11:30・・・12:40 新千歳空港 (昼食 )JAL3110  
14:25・・・16:10 中部国際空港 16:50・・・18:30 学校 

⑦ﾎﾃﾙ 8:40･･･9:30 小樽市内散策(昼食)13:30･･･15:00 新千歳空港 ANA710  
16:05・・・17:50 中部国際空港 18:30・・・20：15 学校 

⑧ﾎﾃﾙ 8:20･･･9:10 小樽市内散策(昼食)12:50･･･14:20 新千歳空港 ANA4836  
15:20・・・17:05 中部国際空港 17:45・・・19:20 学校 

⑨ﾎﾃﾙ 8:20･･･9:10 小樽市内散策(昼食)12:50･･･14:20 新千歳空港 ANA4836  
15:20・・・17:05 中部国際空港 17:45・・・19:20 学校 

 



- 10 - 

 

「津高等学校 東京大学キャンパスツアー」 

2017 年 7 月 18 日～19 日  

 

目的 

 東京大学合格を目指しているあなたが、その志望をさらに明確にさせて、目標達成へ

の学習意識を強くするために、他のオープンキャンパスなどでは味わえない津高校独自

の研修として、「東大キャンパスツアー」を実施します。１、２年生の今、東京大学の

本質にふれるために、実際に東京大学の教授の先生方から学び、キャンパスから何かを

感じ取って、将来の受験、そしてそのあとの東京大学での生活へ繋げてください。 

☆東京大学を目指す津高校の仲間が集まっています。将来互いに切磋琢磨しあえる仲に

なるように、この機会を「仲間づくり」ととらえて自主的に多くの人と話しましょう。

（先生方や先輩に聞きたいことをあらかじめ用意しておきましょう！） 

 

 

参加生徒： ４４名（１年生 ）  

 

 

 

 

 

行程 

７月１８日（火） 

工学部研修 

『ナノテクノロジー 最先端電子顕微鏡で観る原子の世界』  

幾原雄一 先生 （大学院工学系研究科総合研究機構ナノ工学研究センター長：

結晶界面工学 本校ＯＢ） 

講義① ナノテクノロジーによる太陽光エネルギーの有効利用 

講義② ナノテクノロジー ～最先端顕微鏡で見る原子の世界～ 

見学  顕微鏡実習→原子を電子顕微鏡で見る実習 
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現役東大生との懇談会 

本校ＯＢの東大生との交流。先輩からエールやアドバイスをいただく。積極的に

質問をしてみること。また、「なぜ東大がいいのか」などについても聞いてみよ

う。 

  

本郷キャンパス散策・見学 

模擬授業後の時間を活用して、安田講堂・三四郎池・学食・本屋などを自由に散

策し、アカデミックな雰囲気を体験する。都会の喧噪の中にあって、これほど静

粛な環境を体験できる場所も珍しい。是非、積極的に歩き回って「空気」を感じ

取ってほしい。尚、残念ながら総合図書館は改修中のため見学不可。 

旅館にて本校ＯＢの東大生との座談会 

 

７月１９日（水） 

農学部研修 

『農学とは』  

久保田耕平 先生（大学院農学生命研究科准教授 森林動物学研究室 本校 OB） 

講義 久保田先生の専門分野（昆虫と農学）の講義 

 

 

 

 

参加報告 

１年 加藤 大暉（橋南中） 

 

１日目の工学コースでの電子顕微鏡実習が大変おもし

ろかった。実際は自分の肉眼では見えていない原子が、画

面に大きく映し出されている、という事実がとても不思議

な感覚だった。講義はなかなか難しい内容ではあったが、

一部はなるほどと納得できるものもあり、太陽光発電の効

率がもっと良くなれば地球温暖化を解決することができ

るということにとても衝撃を受けた。旅館での座談会で

は、津高 OB の東大生の方からたくさんアドバイスをいた

だいた。勉強などだけでなく、大学生はどんな感じなのか、

東大の雰囲気はどうかなど、様々な質問に答えてもらい、

とても有意義な時間を過ごすことができた。 

 ２日目の農学コースの講義は「虫」に関するもので、今

まで自分は虫にあまり興味が持てなかったが、久保田先生の講義を聞いたとき、「虫」も「人

間」と同じように生きているのだなと改めて実感した。 

 その後の本郷キャンパス内見学では、学食で赤門ラーメンを食べたり、生協の本屋に行っ

たりと、東大の雰囲気をしっかり感じることができた。 

 今回のこの活動で、大学生とはどんな感じなのか、東京大学はどのような大学なのかなど

様々なことを知ることができ、たくさん貴重な体験をすることができた。まだ高校１年では

あるが、将来大学生になっている自分を想像してこれからも勉強、部活ともども励んでいき

たい。 
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１年 中川智賀 （嬉野中） 

 座談会が一番印象に残りました。私は文系に進むつもりで、また法学部に少し興味があっ

たので、法学部の先輩２人からお話を聞けて良かったです。法学を学んだあとは、弁護士や

検察官などの法に関する仕事につくしかないのかなと思っていましたが、官僚になったり、

公務員として働いたり、一般の企業に就職する道もあると初めて知り、驚きました。また文

系に進むうえで、日本史と地理のどちらを選択するのが

おすすめかなども教えていただけて貴重な機会でした。

理系の先輩からは、主に数学の勉強の仕方やより深く暗

記するコツなども教えていただきました。 

 たくさんのことを現役の東大生から教えていただけ

る、とても貴重な機会に参加できて良かったです。 

 

 

 

 

 

１年 大西 美帆奈 （嬉野中） 

 今までと世界観みたいなものが 180°変わったので、行って良かったなと心から思いまし

た。自分の中で東大というとどうしても敬遠してしまうイメージだったけれど、話を聞いて

みると楽しそうでこんなところで勉強できたらおも

しろいだろうなと思いました。 

 夜、座談会でいろいろと教えていただいて興味がす

ごく湧いて、勉強への意識も少し変わりました。 

 帰ってからは、今回学んだことを生かせるような学

校生活をしていきたいと思います。参加しなかった友

達にも話したいです。 

 

 

 

 

 

 

１年 松本 寛樹  （橋北中） 

 東京はとても高いビルがあり、なにかと騒がしかったが、東大の中に入ると緑が多く、と

ても静かだったことに驚いた。 

 一番印象に残ったことは、電子顕微鏡での観察で、観察する物に少しの振動も与えないよ

うにさまざまな工夫がされていて、とてもすごいと思った。実際に操作もさせてもらえたの

で、とてもいい経験になった。また研究所の片隅にも、古いがとても大きな機械が何台も転

がっているように置いてあったのも、今回の研修の驚きの一つだった。 

 今回の研修で、東大にも興味が出てきたので、

東大の情報を集めながら、他の大学とも比較し

て、選択肢の一つとして考えていこうと思った。 
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ニュージーランド研修  
 

＜行程＞  

８月１９日 (土 )        ニュージーランドへ GO！  

  ２０日 (日 )        Auckland Botanical Garden (オークランド植物園 ) 

               Waitakere Regional Park (ワイタケレ地域指定公園 ) 

  ２1 日 (月 )・２２日 (火 )  Rutherford college (ラザフォードカレッジ )で  

現地の生徒と交流  

    ２３日 (水 )        Auckland Museum (オークランド博物館 ) 

                Stardome Observatory (スタードーム展望台 ) 

    ２４日 (木 )        日本へ帰国！  

 

 

～２０日～  

 

ニュージーランド初日！！  

オークランド博物館で様々な動植物を見たり、  

 
 

ワイタケレ地域指定公園で森の中を歩いたり…  
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～２１・２２日～  

 

ラザフォードカレッジへ！  

現地の生徒さんたちと交流したり、授業に参加 し

たり、  

とても楽しい２日間でした。  

 

 

 

 

～２３日～  

 

最終日！  

博物館でニュージーランドの自然や歴史に触れたり、スタードームではプラネタリウムを

見せていただきました。  
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                                  （SSH 海外研修） 

ニュージーランドの自然環境について 
 

綾野拓全 舩津美佑 浅井香蓮 黒遼太朗 当麻菜月 藤田慧也 堀桂太 

新井美也子 市川巴菜 大西美帆奈 

要旨  

  日本とニュージーランドの共通点や相違点について学ぶために、ニュージーランド

の科学系施設を訪問し、固有の植物や自然環境の現状や保全、天体についての考え方

を調査した。また現地の高校を訪問し、科学的なテーマについてのディスカッション

を行った。 

 

１． 背景 

  ４つの科学系施設を訪問した。オークランド博物館では、ニュージーランドに生息

する動物や地震について、オークランド植物園では、ニュージーランド固有の植物の

生態やそれらとマオリとの関連について、ワイタケレ地域指定公園では、自然の中を

散策し固有種の現在の保護状況について調査した。スタードーム天文台では、ニュー

ジーランドの人々が天体についてどのような捉え方をしているかを学んだ。また、少

人数の授業に参加するなかで現地生徒の自然についての考え方に触れるため、現地校

であるラザフォードカレッジの授業に参加した。 

２．内容 

  ４つの科学系施設を訪問した。オークランド博物館では、ニュージーランドに生息

する動物や地震について、オークランド植物園では、ニュージーランド固有の植物の

生態やそれらとマオリとの関連について、ワイタケレ地域指定公園では、自然の中を

散策し固有種の現在の保護状況について調査した。スタードーム天文台では、ニュー

ジーランドの人々が天体についてどのような捉え方をしているかを学んだ。また、少

人数の授業に参加するなかで現地生徒の自然についての考え方に触れるため、現地校

であるラザフォードカレッジの授業に参加した。 

３．結論 

  両国には解決すべき自然環境の問題や地震が多いという共通点が挙げられるが、そ

の取り組み方や、対策へのアプローチには異なる部分が多いといえる。 

４．結論を受けての展望 

  前述の通り、ニュージーランドと日本には共通した問題があるが、その取り組みの

状況は異なっている。両国の自然保護や災害対策をより効果的なものにするためには、

それぞれの問題への取り組み方を比較し、できるだけ多くの意見を取り入れてそれら

を改良することが重要だと考えられる。そのためにも、私たちには自分から意見を発

信する姿勢が求められる。 

この姿勢は現地の生徒に学ぶことができる。彼らは、ディスカッションや授業の際、

私たちと比べて積極的に発言していた。私たちもこのような力を発揮するために、普

段のペアワークを効果的に活用し、意見を発信する力を養っていく必要があるといえ

る。 
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                                  （SSH 海外研修） 

 

Research on the environment of New Zealand 
 

Takuma Ayano, Miyu Funatsu, Karen Asai, Ryotaro Kuro, Natsuki Toma, Keiya Fujita, Keita Hori 

Miyako Arai, Hana Ichikawa, Mihona Onishi 

 

Abstract 

To learn about similarities and differences, we visited scientific facilities in New 

Zealand. Our focus point was the current situ ation and conservation of the 

environment including native plants and astronomy. We also visited a local high school, 

Rutherford College, and had activities such as discussions about scientific topics.  

 

１．Contents 

  We researched on animals and earthquakes in the Auckland Museum, and native 

plants and the relations with Maori in the Auckland Botanic Gardens. Walking 

through the forest called WAITAKERE, we did research on current circumstances 

and conservation of native plants. In Stardome, research on how people in New 

Zealand view the universe was conducted. Also, we joined some classes in 

Rutherford to learn about how students work on environmental problems.  

 

２．Conclusion 

  Both countries have many things in common, such as environmental problems and 

frequent earthquakes. However, there seems to be a very big difference in how 

we tackle each problem. 

 

３．Views from the conclusion 

  As mentioned above, there are common problems both in Japan and in New Zeal and, 

but how we tackle them seems to be different.It is necessary to compare the 

measures and obtain various opinions to improve ways for solving problems. In 

order to do this, we need an attitude to express our opinions more openly. We 

were able to learn this type of attitude from students in New Zealand, who speak 

more freely. It seems necessary that we develop this attitude from regular 

activities like pair‐work in class. 
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「津高キャリアプロジェクト（西村ゼミ）に参加して」 

２年  森下 航平 (千代崎中)  

 

私 た ち は 平 成 29 年 度 津 高 キ ャ リ ア プ ロ ジ ェ ク ト

（ 西 村 ゼ ミ ） に 参 加 し ， 津 新 町 商 店 街 の 活 性 化 案 を

考 え ま し た 。 活 性 化 案 は ， 平 成 30 年 2 月 26 日 ， 前

葉 泰 幸 津 市 長 に 提 言 し ま し た 。 案 の 発 表 は ４ つ の グ

ル ー プ に 分 か れ て 行 わ れ ， 私 た ち の グ ル ー プ は ， 蒸

し て 作 る 健 康 的 な 「 も ち も ち 津 ぎ ょ う ざ 」 を 提 言 し

ま し た 。 前 葉 市 長 や ， 津 市 役 所 で 津 ぎ ょ う ざ を 担 当

さ れ て い る 方 か ら は ，ぜ ひ 実 現 し た ら 良 い と 思 う ，と い う お 言 葉 を い た だ く こ

と が で き ま し た 。  

こ の ゼ ミ は ，三 重 大 学 副 学 長 の 西 村 訓 弘 先 生 の 指 導 の も と 放 課 後 に 行 わ れ ま

し た 。グ ル ー プ で 考 え た ア イ デ ア を ゼ ミ で 発 表 し ，西 村 先 生 や 他 の 参 加 生 徒 の

ア ド バ イ ス を も と に さ ら に 深 く 掘 り 下 げ て 考 え て い き ま し た 。い ろ い ろ な ア ド

バ イ ス を い た だ く 中 で 新 た な 発 見 が あ り ，ゼ ミ の 回 数 を 重 ね る に つ れ よ り 完 成

度 の 高 い 案 へ と 仕 上 げ て い く こ と が で き ，と て も 良 い 経 験 に な り ま し た 。ま た ，

実 際 に 商 店 街 を 歩 い て み る こ と で 気 づ く 点 も 多 く ，実 際 に 自 分 自 身 で 行 っ て 見

て み る こ と の 大 切 さ を 改 め て 感 じ ま し た 。地 元 の 将 来 や ，こ れ か ら の 可 能 性 に

つ い て 深 く 考 え る こ と が で き る と て も 良 い 機 会 と な り ， 楽 し く 参 加 で き ま し

た 。  
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ＳＳＨ  ２０１７  

 

今年度の津高校のＳＳＨ（スーパーサイエンス・ハイスクール）は 2 期目指定を受けて

５年目になり、通算１１年目に入りました。今年度のＳＳＨ事業内容を学年ごとに紹介し

ます。  

 

＜1 年生＞  

・教科横断的な科目…ＳＳスポーツサイエンス、ＳＳコミュニケーション英語Ⅰ、ＳＳ家

庭探究、ＳＳ社会情報  

科学技術や技術開発に対する知的好奇心や探究心、課題解決能力、コミュニケーショ

ン能力を高めるための科学的視点を取り入れた教科横断的な授業を展開しています。  

・ＳＳ探究活動Ⅰ…  リベラルアーツ、夏季フィールドワー

ク、試行的なテーマ研究など  

リベラルアーツでは、「『高等学校で学ぶということ』

について考える」、「異星人へのメッセージ」、「それ伝わ

ると思ってるの？」、「高まるんです！集中力！」、「プレ・

テーマ研究」に取り組み、創造性・協働性・課題解決能

力を育みました。  

夏季フィールドワークでは、三重大学（医学部・工学

部・生物資源学部・教育学部）、三重大学大学院生物資源

学研究科  付属実習船  勢水丸、名古屋大学大学院理学研究科  菅島臨海実験所、三重県立

博物館 MieMu、瑞浪化石博物館で実習を行いました。  

試行的なテーマ研究では、1 年生全員が 66 班に分かれ、

各班でテーマを設定して課題研究に取り組みました。 2

月には、学年全体でポスターセッションを行いました。  

 

＜２年生＞  

・教科内容をより発展・進化させた科目…ＳＳ物理、ＳＳ

科学、ＳＳ生物、ＳＳ数学、ＳＳコミュニケーション英

語Ⅱ  

継続的かつ段階的な科学に対する探究心の醸成や課題解決能力の育成に向け、内容を

より発展させた授業を展開しています。  

・探究活動Ⅱ…講演会、京都大学研修  

講演会では、西口昭広先生（国立研究開発法人 物質・材料研究機構（NIMS）研究

員）による「工学的に臓器をつくる！  ～再生医療の現状と展望～」という講演を聞きま

した。  

京都大学研修では、理学部にお世話になり、修学院離宮周辺の堆積物調査や地質学鉱

物学教室  地震発生機構・実験宇宙化学研究室の訪問を行いました。  

・ＳＳ研究活動…三重大学研修（医学部・工学部・生物資源学部）  

  ２年生１１名が１年間の研究活動を行い、１２月の学年発表会、２月の生徒研究発表

会にて発表を行いました。  

  医学部…「癌の克服」  

  工学部…「ラズベリーパイによる人・モノの認識」  

  生物資源学部…「気体状次亜塩素酸の濃度測定と  

微生物制御への応用」  
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＜３年生＞  

・教科内容をより発展・進化させた科目…ＳＳ数理、ＳＳコミュニケーション英語Ⅲ  

  継続的に発展内容を含む教科を学習することで、科学を総合的に考える力を育成しま

す。  

・生命科学  

ＳＳ研究活動の一環として、医療系進学希望者１１名が、

三重大学医学部の６名の教官から医学に関する各分野（耳

鼻咽喉・頭頸部外科、救急科、呼吸器外科、肝胆膵外科、

家庭医療学、眼科）について、視覚教材を用いてわかりや

すく、かつ少人数を活かした双方向での興味深い講義を受

けました。  

 

 

 

※  平成 29 年 8 月 9 日 (水 )～10(木 )には、『平成 29 年度  SSH 生徒研究発表会』が神戸

国際展示場で行われました。SSC の「月の明るさ～満月は半月の何倍か～」がポスタ

ー発表賞を受賞しました。  
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SS 探究活動Ⅰ ポスターセッション 表彰作品  
 
生徒が選ぶベストポスター1 位  

「パーソナルスペース  ～気になるあの子との距離は～」  
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生徒が選ぶベストポスター２位  

「飛翔大陸」  
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生徒が選ぶベストポスター２位  

「甘いものは好きですか？本当は怖い砂糖の秘密」  
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生徒が選ぶベストポスター２位  
保護者・教員が選ぶベストポスター１位  

「お茶犬と学ぼう！お茶の良さ」  
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生徒が選ぶベストポスター５位  

「ＫＡＲＡＯＫＥ  ～TO GET HIGH SCORE～ ] 
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生徒が選ぶベストポスター５位  

「授業に眠る人と睡眠時間の関係」  
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保護者・教員が選ぶベストポスター２位  
「明るい月は何等星？」  
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2．部活動紹介編  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全国大会・東海大会等へ参加した部活動を先に紹介しています。 
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弓道部 
 

◇平成２９年度三重県高校総体大会 
兼東海総体・全国総体県予選大会（5 月 27 日） 

 ○  女子団体 7 位      

 

◇平成２９年度三重県高校総体大会兼東海総体 

・全国総体県予選決勝（5 月 28 日） 

 ○  女子団体 ８位     

 

 

 

 

 

◇平成２９年度三重県高校弓道新人大会兼選抜予選大会（11 月 4 日） 

 ○  女子団体 ２位 

 ○ 女子個人 ３位 松本 雅（久居東中） 

 

◇平成２９年度東海・全国高校弓道選抜大会三重県予選大会決勝（11 月 5 日） 

 ○  女子団体 ５位 

○  女子個人 優勝 野田 咲紀子（一身田中） 東海・全国大会に出場 

       ２位 松本 雅（久居東中）   東海・全国大会に出場 

○  男子個人 ５位 東 源大（大山田中）   東海大会に出場 

 

◇第３６回東海高等学校弓道選抜大会 

（11 月 17・18・19 日）出場 

○  女子個人 野田 咲紀子（一身田中） 

松本 雅（久居東中） 

○  男子個人 東 源大（大山田中） 

 

 

 

 

 

 

◇第３６回全国高等学校弓道選抜大会 

（12 月 23・24・25 日）出場 

○  女子個人 野田 咲紀子（一身田中） 準決勝進出 

松本 雅（久居東中） 
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◇平成２９年度会長杯弓道大会（2 月 11 日） 

○  女子個人 優勝 野田 咲紀子（一身田中） 

       ７位 田中 朱理（崇広中） 

                                  

「全国選抜大会・東海選抜大会に出場して」     

２年 野田 咲紀子（一身田中） 

東海大会・全国大会は、今までの試合より空気が張り詰めているように感じまし

たが、普段の練習ではあまり体験できない雰囲気がとても新鮮であり、楽しむこと

ができました。しかし、試合の大事な場面で自分の力を出し切ることができません

でした。そのため今現在は自分の力を大事な場面でも落ち着いて出せることを目標

に練習しています。弓道部で過ごすことで、たくさんの思い出をつくることができ、

この部に入ってとても良かったと思います。今後は、大きな大会に出場できたこと

に満足せず、さらに自分を向上していけるように頑張っていこうと思います。 

 

「全国選抜大会・東海選抜大会に出場して」     

２年 松本 雅（久居東中） 

私たち弓道部は現在約４５人もの部員で活動しているので、放課後の部活動では、

的に向かって引ける数は限られます。しかし、限られた本数だけしか引けないから

こそ、１本も無駄にはできないという緊張感をもって練習に挑むことができます。

そのような練習の積み重ねで、試合本番でも場の空気にのまれずに自分のペースで

落ち着いて引くことができ、東海・全国高校弓道選抜大会三重県予選大会では、個

人準優勝という結果を残すことができました。また、この結果により東海・全国高

校弓道選抜大会出場という、貴重な体験をすることができました。私はこのような

大きな大会に出場するのは初めてで、まさか自分が全国大会に出場するとは思って

いませんでした。だから全国大会出場をゴールとして捉えてしまいがちだったけど、

次は通過点として捉え、もっと上を目指していけるようにたくさんの部員たちと支

え合って、個人としてもチームとしても強くなっていきたいです。 

 

「東海選抜大会に出場して」     

２年 東 源大（大山田中） 

私は昨年１１月に行われた東海高校弓道選抜大会に出場しました。結果は、予選

では４本的中させたものの、敗退という悔しい結果になってしまいましたが、レベ

ルの高い中での公式練習や普段とは違う緊張感で行った試合はとても良い経験に

なったと思います。 

この経験を生かして、今後の大会ではさらに上位の結果を目指して精進していき

たいと思います。先生方、保護者・家族や関わってくれている方々に感謝の気持ち

を忘れずに頑張っていきたいと思います。 
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書道部 

 

◇新入生歓迎パフォーマンス(４月)  

 

 

 

 

 

 

◇実技講習会（６月１０日（土）三重県教育文化会館） 

 

◇第４１回全国高等学校総合文化祭宮城大会 

（８月２日～８月３日） 

仙台市青葉体育館・仙台国際センター 

 

 

 

 

 

 

３年 坂崎亜実 楊峴臨書作品出品  

  

 

 

◇書道パフォーマンス  

   津新町夏祭り（８月５日）  
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 文化祭  

 

◇第３８回みえ高文祭書道部門(10 月 27 日～29 日)  三重県文化会館第１ギャラリー 

    特選   ２年 山脇麟神（臨 粘葉本和漢朗詠集） 

    山脇麟神は第４２回全国高等学校総合文化祭長野大会 

（平成３０年８月松本市）への出品権を獲得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇第１８回高校生国際美術展 

   佳作  ２年  田中相真  （臨）欧陽詢 行書千字文 

２年  増井里歩  （臨）関戸本古今集 

◇第２２回全日本高校・大学生書道展 

    準優秀賞  ２年   増井里歩  （臨）関戸本古今集 

◇第１5 回岐阜女子大学全国書道展 

三重県教育委員会教育長賞  ２年 田中相真  （臨）欧陽詢 行書千字文 

 

◇第２２回三重県高等学校文化連盟書道部門夏季錬成合宿 

（8 月 13 日～15 日 in 鈴鹿青少年センター ） 
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◇第２６回国際高校生選抜書展（書の甲子園） 

 団体の部  東海地区 優勝 

＊第９０回選抜高等学校野球大会出場校名プラカード文字揮毫 

個人の部  秀作賞 山脇 麟神（２年） 

秀作賞 田中 相真（２年） 

入 選 夏目 小麦（２年） 

           松井 志乃（２年） 

           石渡 友紀乃（２年） 

           増井 里歩（２年） 

           上田 美沙紀（２年） 

           樋口 凛（１年） 

           竹内 凛（１年） 

           平井 咲良（１年） 

           秋山 あみり（１年） 

           大宅 美鈴（１年） 

           江藤 千裕（１年） 

                               

◇第２２回全日本高等学校書道コンクール（１月７日） 

    全日本高等学校書道教育研究会賞    ２年 山脇麟神 

 

◇ 第回津市民美術展覧会 

     津北ロータリークラブ賞   ２年  山脇麟神 

     秀作賞           １年  大宅美鈴 

     

◇ リージョンプラザでのパフォーマンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇第４５回書道部門生徒教員展（12 月 22 日～24 日）三重県立美術館 県民ギャラリー） 

出品者      白井愛梨佳（１年） 臨 真草千字文 

         樋口 凛（１年） 臨 香紙切 

     下村珠里奈（１年） 臨 曹全碑 

     竹内 凛（１年） 臨 呉昌碩石鼓文 

山本大雅・大宅美鈴・平井咲良・秋山あみり・江藤千裕（１年） 

 臨  蘭亭序 

 

＊ 樋口 凜は第３８回近畿高等学校総合文化祭大会徳島大会 

（平成３０年１１月）への出品権を獲得 
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第４１回全国高等学校総合文化祭宮城大会に参加して   

                        ３年  坂崎 亜実（千代崎中）  

 

 私は、書道部門の三重県代表の 1 人として、全国総文祭に参加させていただきました。

大会に出品されていた作品は、どれも目を見張るものばかりで、 1 つ 1 つの作品から気迫

を感じました。私と同じ古典の作品もたくさん出品されていて、線の力強さや作品全体か

ら出る堂々とした雰囲気に圧倒されました。  

 交流会では、東日本大震災からの復興への「祈り、願い」をテーマに、グループに分か

れて作品制作に取り組みました。交流会の前半では、硯板に「祈り、願い」にちなんだ言

葉を書き、グループ内で交換しました。後半では、短冊に自分の願いや思いを書き、グル

ープで 1 本の吹き流しにして、仙台市の七夕祭りで有名な七夕飾りに貼り付けました。同

じグループの皆さんと上手く話せるか不安でしたが、みんな明るくて親しみやすい人ばか

りで、色々なことを話すことが出来ました。 1 人 1 人の願いを書いた短冊が、一本の吹き

流しに繋がり、七夕飾りになったときはとても達成感があり、全国の書道部の皆さんと親

交が深まったような気がしました。  

 今回、全国総文祭に参加できたことで、大会に本当に多くの人々が関わり、たくさんの

人々の苦労や努力の上で大会が成り立っていることを痛感しました。特に、私と同年代の

宮城県の高校生の皆さんが、一生懸命働き、笑顔で接している姿を見て、私は感動し、同

時に励まされたような気がしました。このような貴重な体験ができたことに感謝し、これ

からは自分自身が誰かを励ますことができればと思います。  

 

 

第３７回みえ高文祭「特選」を受賞して       ２年  山脇 麟神（橋南中） 

 

この度のみえ高文祭において、特選を受賞し、全国高文祭への出品権を獲得することは、

目標の一つでした。なので、今回の受賞には、非常に安堵しています。みえ高文祭の作品

に取り掛かったのは夏休み明けでした。夏の合宿では、自分の力の無さを痛感し、迷走気

味でした。しかし、なんとかそれを乗り越え、みえ高文祭の作品制作には清々しい気持ち

で挑み、楽しんで書くことが出来たように思います。しかし、やはり作品を仕上げ、審査

結果が知らされるまでは、他のことに手が付けられない程不安でした。そのため特選の知

らせを聞いたときの安堵や解放感は非常に大きかったです。 

 

第３７回近畿高等学校総合文化祭大阪大会に参加して 

「書道の理解を深める」          ２年  上田 美沙紀（嬉野中）  

 

私は昨年の生徒教員展で、三重県の代表 5 点に選ばれ、近文祭大阪大会に出品しました。 

会場では他県の高校生の作品を見ることができ、大変勉強になりました。 

作品を鑑賞後、学芸員の方に講演を行っていただき 、古典の鑑賞について専門的な立場か

らの見解を聞かせていただきました。これから書道作品を見る際の鑑賞の仕方に大きく影

響を与えて頂いたように思います。その後美術館の常設展示の鑑賞をしました。前述の講

演で紹介された古典を鑑賞でき、普段から教科書で見ている古典を見ることができてとて

も嬉しく思いました。が同時に自身の力のなさを再確認する機会になりました。また書作

品だけではなく仏教美術や古代中国の美術作品も展示されており、中でも雄大な自然を単

色で描いた風景画は奥行が感じられ、植物の色や水の色まで見えてくるようでした。様々

な中国の書作品が生まれた時代の美術作品も同時に見るということは中々出来ない経験で

とても興味深かったです。午後に行われた交流会では用意していた草稿をもとに砂文字作

品を制作しました。それぞれの県を象徴する文字を各々の字体で仕上げましたが、砂文字

だと字体や構成以外にも色をつける工程があるので更に個性がでて大変楽しく制作しまし

た。私は伊勢を象徴する「おかげ参り」と書いた作品を制作しました。 カッターを用いて
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文字をくり抜いたり、くり抜いた所に砂を接着したりできて新鮮で楽しかったです。この

ような体験ができたのも顧問の先生のご指導や部員の支えがあってこそだと思います。こ

の環境に感謝しつつ、今の技量に満足することなく更に切磋琢磨していきたいと思います。 

 

           

「書を見る目」              ２年 山脇 麟神（橋南中） 

 

今回の近文祭では、講義、美術館の常設展示の鑑賞、交流会に参加しました。  

講義では｢美術館で見る書｣をテーマに書画の鑑賞の仕方について、様々な視点からのお話をお聞

きし、書画を鑑賞するにあたり、背景知識があるとより鑑賞を楽しめるということを学びました。  

常設展示では、空海像や曼荼羅、金剛杵などの仏教美術や書画の名品を見ることができましたが、

中でも、私が好きな北宋の書家･米フツの尺牘、詩稿の実物には、思わず息を呑み、余りの凄さに圧

倒され、書の道を諦めようかと思いました。この他にも多くの書画の名品を見ましたが、本物は普段見

ている印刷とは雲泥の差で、書者の息遣い、墨色、紙の質感までひしひしと伝わり、凄いの一言に

尽きます。やはり、幾つもフィルターを通した写真では、あの凄さは分からないのだと実感させられまし

た。  

昼食を挟みあべのハルカスで交流会が行われました。交流会では、色砂を用いた作品作りを行いま

した。事前に各々の府県を象徴する言葉を葉書大に墨書し、その草稿をもとに色の着いた砂を用い

て作品を制作するというものです。私は｢美し国｣を選びましたが、実際にやってみると、墨書したとき

に生じる掠れや筆の柔らかさなどが表現出来ず、非常に苦労しましたが、初めての経験だったので

楽しむことができました。  

今回、自分の非力さを再び痛感し、これからは更に多くの事を学びたいと思いました。書道は一人で

は出来ないものです。様々な助言を下さる先生方や部員には、本当に感謝しています。 

 

 

「書の甲子園」表彰式にて       ２年 田中 相真（桔梗が丘中） 

 

  私にとって、今回の書の甲子園の授賞式が初めての大きな授賞式でした。日本の高校生

最上位層が一度に集まる会場に自分がいられるというのは光栄で、また、文部科学大臣賞

を受賞された二人の席上揮毫はどちらも素晴らしかったです。仮名も非常に綺麗でしたが、

私は特に豪快な木簡の揮毫に非常に魅了されました。普段では決して見ることのできない

ものが見られて良い経験となりました。  

 さらに、この授賞式で最も印象に残ったのは団体の部優勝校である大分県立大分南高校の

パフォーマンスです。  

部員内の連携により、全体として完成度が高くなっている作品を見て鳥肌が立ちました。  

 ２月４日、この日は多くの書道に励む人たちの存在を改めて実感し、多くを学び、感動し

た一日となりました。  

これからも精進してまいります  
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新聞・写真部 
 

◇第４１回全国高校総合文化祭宮城大会･･･参加  

◇第３６回高校新聞コンクール（三重県） ･･･最優秀賞受賞 2017 年 11 月 19 日  

◇三重県高文連新聞部門 紙面技術講習会 

･･･参加〔於：津高（６月）、四日市公害と環境未来館（２月）〕 

◇三重県高文連新聞部門 夏期講習会･･･参加〔於：伊勢（８月）〕  
 

全国高文祭参加報告  

「新聞作りの魅力」            ２年 鈴木 航太 （大木中学校出身） 

  私は班別取材でべカルタ仙台のホームスタジアムを訪れました。そこで、べカルタ仙台

の担当の方に、ベガルタ仙台が震災後に行った取り組みの話を聴きました。「サッカーを通

じて被災地の力になりたい」という言葉がとても心に残っています。さらに、スタジアム

を担当している方の話も聴くことが出来ました。スタジアムを綺麗な状態で保つためにど

れだけの苦労がかけられているかを知り、怠らないことの大切さを知りました。また、ス

タジアムの芝生に触ることも出来て感動しました。   

  新聞制作にあたり私はレイアウトを担当しましたが、記事の本数が少なかったためレイ

アウトを考えるのがとても難しかったです。しかし「一番下の段に写真を置いたら、いわ

ゆる『尻餅』になるのではないか」などと班の皆が意見を出してくれました。そのため、

問題点を解決してより良い新聞を作ることが出来ました。私の班は自分以外の生徒が全員

女子であったため、班に馴染めるかどうか不安でしたが、新聞が完成した時は皆で喜び、

最終的には班の皆とも仲良くなることが出来ました。   

私は今回の全国高等学校総合文化祭に参加して、地域による文化や考え方の違いを体感

しました。北海道から来ている生徒が「北海道では 8 月になると蝉をあまり見なくなる」

と話しているのを聞いて驚きました。一方、どの地域でも新聞の作り方は変わりません。

住んでいる地域や話す言葉が違っても、協力して一つの新聞を作ることが出来るのは新聞

作りのとても魅力的な部分だと思いました。私はこれからも新聞作りに尽力して、新聞作

りの楽しさを伝えたいと思います。  

 

全国高文祭参加報告 

「人の強さ」              ２年 矢原 渚彩 （霊峰中学校出身） 

今回参加した全国総合文化祭での私の取材先で最も印象に残っているのは、東日本大震

災から復興を遂げた石巻魚市場だ。ここは震災による津波で、当時東洋一ともいわれてい

た６５４メートルもある水揚棟が崩壊してしまった。しかし館長の須能さんは数日後に魚

市場を再開し、復興に尽力してきたという。私はこの話を聞いて「人とは、なんて強いも

のなんだろう」と思った。打ち勝つすべがない自然災害が起こる度に、人は何度も己の無

力さを思い知らされる。それなのに、人はまだ抗おうとする。その時の人の「心の強さ｣

はとても強い。「言うは易く行うは難し」という言葉の通り、思ったことを実際に行うのは

大変で、何より勇気がいる。「失敗してしまったらどうしよう」と考え出したらキリがない

ことを気にやんでいる人は、風の前の塵に同じく、弱く儚い。ただ、一度「やるぞ！」と

決めた人の力は本当に強い。それを今回の総文祭で身にしみて感じることが出来た。   

私は昨年、県のボランティアとして宮城県を訪れた。当時行ったところはまだ魚市場ほ

ど復興していないところだった。そのため「人の強さ」をよりいっそう感じたのかもしれ

ない。   

建物に限ったことではないが、一度壊れてしまったものを組み立て直すのは、壊す時よ

りの倍以上の力を要する。一人の力は微々たるものでも、何十人、何百人、何千人と集ま

れば、やがて膨大な力になりうる。私は今回のメンバーで、班で、このことに気がつけた。

本当に良い時間を過ごした。また機会があれば、参加したい。  
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▲ 新聞部門の会場の前で       ▲ベガルタ仙台を取材する鈴木航太 
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クイズ研究同好会 

 

◇ライオンスペシャル第３７回全国高等学校クイズ選手権中部地区大会（7 月 25 日） 

 ○  三重県 優勝      

 

 

◇ライオンスペシャル第３７回全国高等学校クイズ選手権全国大会出場（8 月 5 日） 

 

       

ク イ ズ 研 究 同 好 会 は 、夏 の 高 校 生 ク イ ズ を 目 標 に 日 々 活 動 し て い ま す 。今 年

度 も 昨 年 に 引 き 続 き 、三 重 県 代 表 と し て 本 選 出 場 を 果 た す こ と が で き ま し た ！

今 後 の 目 標 は 本 選 の 上 位 入 賞 で す 。文 化 祭 で は 早 押 し ク イ ズ 大 会 を 開 催 し 、ま

た 12 月 に は 他 校 と の 交 流 ク イ ズ 大 会 を 開 催 す る な ど 、活 発 に 活 動 し て い ま す 。

日 頃 は 、 み ん な で わ い わ い と ク イ ズ を 出 し 合 い 、 ク イ ズ の 腕 を 磨 い て い ま す 。

部 員 は 先 輩 後 輩 問 わ ず 仲 が 良 く 、気 軽 に 勉 強 や 進 路 の 相 談 を す る こ と も で き ま

す 。ま た 、ク イ ズ の 中 に は 学 校 で 習 う 内 容 が 含 ま れ て い る も の が あ り 、少 し は

勉 強 の 役 に も 立 ち ま す 。ク イ 研 は 他 の 部 と の 兼 部 も 大 丈 夫 で す 。ク イ ズ に 興 味

が あ る 人 、 高 校 に 入 っ て 新 し い こ と を し た い 人 は 、 ぜ ひ ク イ 研 へ ！  
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水泳部 

 

  

 

 

 

（５月岐阜合宿）     １２月県内合同練習（ 平常練習 / 準備体操 ）  

 

◇平成２９年度三重県高等学校総合体育大会水泳競技競泳（6 月 24･25 日） 

 ○  男子総合 ５位  女子総合 ４位  

  ＜各種目成績＞ 

  ＝＝男子成績＝＝ 

   伊藤優貴（3 年）200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ（1 位） 400m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ（3 位） 

   飯田奨之（2 年）200m 背泳ぎ（6 位） 

織田大世（1 年） 200m 自由形（6 位） 

4x100m ﾌﾘｰﾘﾚｰ（6 位／伊藤･横山･飯田･織田） 

4x100m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ（5 位／横山･伊藤･竹内･織田） 

4x200m ﾌﾘｰﾘﾚｰ（5 位／飯田･横山･織田･伊藤）   

＝＝女子成績＝＝   

   山口夏穂（3 年）50m 自由形（5 位） 200m 背泳ぎ（7 位） 

   山下幸恵（3 年）200m 自由形（7 位） 400m 自由形（4 位）  （４月プール掃除） 

   河野友香（1 年）200m 自由形（5 位） 400m 自由形（3 位） 

   齋藤美月（1 年）100m 背泳ぎ（5 位） 200m 背泳ぎ（8 位） 

   三輪帆香（1 年）200m 平泳ぎ（8 位） 200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ（8 位） 

   4 x100m ﾌﾘｰﾘﾚｰ（4 位／河野･山下･山口･齋藤） 

   4 x100m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ（6 位／齋藤･三輪･山下･山口） 

 

 

◇平成２９年度三重県高等学校新人水泳競技大会（9 月 23 日） 

 ○ 男子総合 ３位    女子総合 ６位 

  ＝＝男子成績＝＝ 

   飯田奨之（2 年））100m 背泳ぎ（7 位） 200m 背泳ぎ（2 位） 

   織田大世（1 年）50m 自由形（3 位） 100m 自由形（3 位） 

   横山稀帆（1 年）100m 背泳ぎ（4 位）            （５月合同練習） 

   4 x50m ﾌﾘｰﾘﾚｰ（4 位／飯田･織田･市場･横山） 

   4 x50m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ（4 位／飯田･横山･織田･市場） 

  ＝＝女子成績＝＝ 

   齋藤美月（1 年）50m 自由形（3 位） 100m 背泳ぎ（5 位） 

   河野友香（1 年）200m 自由形（5 位） 400m 自由形（3 位） 

   4 x50m ﾌﾘｰﾘﾚｰ（6 位／河野･齋藤･藤本･前田） 

   4 x50m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ（7 位／齋藤･藤本･河野･西村）    
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「この１年を振り返って」     

１年 西村 真由子（桔梗が丘中学） 

 

 私は、津高校に入学して、どのクラブに入部しようかと迷っていました。 

 いくつものクラブの体験入部に参加したなかで、一番楽しかったのが水泳部だったの

で入部を決めました。小さな頃から小学６年生までスイミングスクールに通っていたの

でその感覚で入部したのですが、練習内容は私がそれまで体験したことのないハードな

ものでした。「しんどい」と思うときもたくさんありましたが、それ以上に先輩や同級

生のみんなと練習をすることが楽しくて毎日頑張ることができました。その上、練習を

やりとげたあとの達成感がとても好きでした。 

 他の高校チームとの合同練習では、大きな声で返事をすることや盛り上げる雰囲気作

りなどたくさん吸収でき自分たちのチームにフィードバックができています。 

 大変なことも多いけれど、私は水泳部のみんなが仲良しな雰囲気が大好きです。 

0.01 秒でも速く泳げるように、これからも日々の練習を頑張っていきたいです。 

 

 

 

 

１ 年  福 田  優 二 郎 （ 久 保 中 ）  

「 水 泳 部 が あ る 津 高 校 へ 行 き た い 」 と 津 高 校 を 目 指 し ま し た 。 ４ 月 入 学 し 、

水 泳 部 に 入 り ま し た 。す ぐ に 練 習 の 大 変 さ を 知 り ま し た 。「 こ れ か ら や っ て い

け る の か 」不 安 に な っ た こ と を よ く 覚 え て い て い ま す 。１ 日 １ ０ km を 泳 い だ り 、

毎 日 の 練 習 が 精 一 杯 で 勉 強 に 手 が つ け ら れ な い 日 も あ り ま し た 。  

し か し 、大 変 な 練 習 で あ れ ば あ る ほ ど 達 成 感 は 大 き く チ ー ム ワ ー ク が と て も

強 く な っ て い く の を 実 感 し ま し た 。  

上 級 生 の 方 々 の 応 援 の 声 や 支 え 、同 級 生 の 存 在 に よ り 私 は こ の 1 年 で 大 き く

成 長 す る こ と が で き ま し た 。 チ ー ム ワ ー ク の 大 切 さ も 知 り ま し た 。 き っ と 、 1

人 で 取 り 組 ん で い た ら 挫 折 し て い た に 違 い な い と 思 い ま す 。今 は 、仲 間 へ の 感

謝 の 気 持 ち で い っ ぱ い で す 。  

今 後 も 、厳 し い 練 習 の 日 も あ り ま す 。し か し 仲 間 と と も に 、私 が 勇 気 づ け る

側 と な っ て 練 習 を 乗 り 越 え 、 さ ら に 大 き く 成 長 し た い と 強 く 思 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4 月初泳ぎ/水球) 
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バドミントン部（男・女） 
  

平成 29 年度の結果 

三重県高校バドミントン選手権大会（全国総体県予選） 

男子団体第 5 位（参加 43 校） 

    女子団体ベスト 16（参加 43 校） 

男子 1 部複ベスト 8（正木唯斗・小寺星瑠）  

男子 1 部単ベスト 8（正木唯斗） 

三重県高校バドミントン新人大会 

男子 1 部単第 3 位（正木唯斗）  

男子 1 部複ベスト 8（正木唯斗・小寺星瑠）中部日本大会出場  

女子 1 部複ベスト 8（長谷川里緒・下村優衣） 

三重県高校バドミントン秋季大会（全国選抜大会県予選） 

男子団体第 3 位（参加 41 校） 

    女子団体ベスト 16（参加 42 校） 

男子 1 部単ベスト 8（正木唯斗・小寺星瑠）  

 

 

 過去の主な結果  

 

平成 23 年度  

三重県高校バドミントン選手権大会（全国総体県予選） 

    女子団体第 2 位東海総体出場 

三重県高校バドミントン新人大会 

    男子 1 部単準優勝・男子 1 部複優勝 

 三重県高校バドミントン秋季大会（全国選抜大会県予選） 

男子団体第 3 位東海選抜大会出場 

女子団体第 3 位東海選抜大会出場 

男子 1 部単準優勝東海選抜大会出場・男子 1 部複準優勝東海選抜大会出場 

 

平成 24 年度  

三重県高校バドミントン選手権大会（全国総体県予選） 

男子団体第 3 位 

    女子団体第 3 位東海総体出場 

    男子 1 部単準優勝全国総体出場・男子 1 部複第 3 位 

    女子 1 部複第 3 位 

 

 

平成 25 年度  

 三重県高校バドミントン秋季大会（全国選抜大会県予選） 

男子団体第 3 位 

 

平成 26 年度  

三重県高校バドミントン選手権大会（全国総体県予選） 

男子団体第 3 位 

 三重県高校バドミントン秋季大会（全国選抜大会県予選） 

男子団体第 3 位 
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平成 27 年度の結果 

三重県高校バドミントン新人大会 

女子団体第 5 位（参加 61 チーム） 

三重県高校バドミントン秋季大会（全国選抜大会県予選） 

    女子団体第 5 位（参加 39 校 

 

平成 28 年度の結果 

三重県高校バドミントン選手権大会（全国総体県予選） 

男子団体第 5 位（参加 42 校） 

三重県高校バドミントン新人大会 

男子団体第 3 位（参加 68 チーム） 

三重県高校バドミントン秋季大会（全国選抜大会県予選） 

男子団体第 3 位（参加 42 校）東海選抜大会出場 

男子 1 部ダブルスベスト 8 

 

 

私たちは男女で、ほぼ毎日活動しています。 

 男女で活動しているので、他の部活にはない楽しさがあります。人数が多く、一人一人

の練習時間は短いけれど、みんなバドミントンが大好きなので一生懸命練習しています。

先輩たちのほとんどが初心者です。優しい先輩がしっかりと教えてくれます。練習をすれ

ばするほど成果が出て楽しいスポーツです。 

 ぜひ、いっしょにバドミントンを楽しみましょう！ 
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剣道部 
 

◇平成２９年度 春季大会：男子団体 3 回戦進出  

             女子団体 1 回戦敗退 

◇平成２９年度 県総体 ：男子団体 2 回戦進出  

             女子団体 1 回戦敗退 

             男子個人 ３－５ 岩田 学（ベスト 16） 

      ＊津市民大会 男子個人 ２－４ 岡野 太郎（優勝） 

◇平成２９年度 秋季大会：男子団体 ベスト 8  

             男子個人 ２－４ 岡野 太郎（ベスト 16） 

◇平成２９年度 新人大会：男子団体 ベスト 8 （東海選抜大会 3 年連続出場）  

              
   
～主な行事～ 

夏：尾鷲高校主催合宿 

冬：中京大学主催練成会・関西学院大学主催高校招待試合 

  ＊その他、紹介された練成会には、できうる限り参加。 

 

「県ベスト４に向けて」  

現在、私たちは、２年生６人、１年生４人の計１０人で活動しています。昨年に比べ、

絶対的エースの存在はないものの、個々の繋がりを大事にし勝つというスタイルで日々頑

張っております。 

本県も、私学の壁が厚いですが、“なせばなる！”の精神でベスト４を目指し、一生懸

命稽古に励みます。 

 

 

 

ラグビー部 

 

「平成 29 年度第 67 回三重県高校総体」… 第 6 位 

「平成 29 年度第 97 回全国高校ラグビー三重県大会」… 2 回戦敗退 

「平成 29 年度第 70 回三重県ラグビー新人大会 10 人制の部」 

… 第１位で東海交流大会へ出場 
 
【  Where there is a will , there is a way. 】（意志あるところに、道は開ける）  

 津高ラグビー部の合言葉です。私たちはいつもチャレ

ンジしています。そしてそれは、部活のみではなく、勉

強においても、です。また、私たちは、全員が高校に入

ってから始めた、いわゆる“初心者”です。それでも、

短時間で、効率を求めた、集中力の要求される練習で、

平成 24 年度・26 年度には、東海大会にも出場しました。  

 しかし、私たちの一番の自慢は、90 歳近くの大先輩を

はじめとする OB 会いわば「津高ラグビー部ファミリー」

です。そして、そんな部活だからこそ『生涯の友人』を

手に入れられることです。  

     

校内芝生練習場 
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卓球部 

 

◇平成２９年度全国総体兼東海総体卓球競技三重県予選会 

 シングルスの部三重県大会（H29.5.3） 

      男子２名・女子３名 中勢地区予選通過県大会出場 

    女子シングルスベスト 16  簑原 清花（２年）       

 ダブルスの部三重県大会（H29.5.6） 

     女子ダブルスベスト 32   簑原・長崎（２年）組 

◇平成２９年度三重県高等学校卓球選手権大会 

 シングルスの部三重県大会（H29.8.23） 

   男子２名・女子１名 中勢地区予選通過県大会出場 

     女子シングルベスト 32    簑原 清花（２年） 

 ダブルスの部三重県大会（H29.8.22） 

      女子ダブルスベスト 16   簑原・長崎（２年）組    

◇第 55 回東海卓球選手権大会（H.29.11.18）出場 於静岡県袋井市エコパアリーナ 

ジュニア女子シングルスの部県代表   簑原 清花（２年）・長崎 由衣（２年）組 

◇平成２９年度三重県卓球選手権大会兼第 70 回東京卓球選手権大会予選会                        

 ジュニア男子の部（H30.1.6） ベスト 32   藪内 雅陽（１年）    

 女子ダブルスの部（H30.1.7） ベスト 16   簑原・長崎（２年）組 

                              

 

「東海卓球選手権大会に出場して」（東海大会出場報告） ２年  簑原 清花(赤目中)  

私 は 11 月 に 静 岡 県 で 行 わ れ た 第 57 回 東 海 卓 球 選 手 権 大 会 に 出 場 し ま し た 。

各 県 で 代 表 と な っ た 選 手 は み ん な と て も 上 手 で 会 場 は と て も 広 く 雰 囲 気 に 圧

倒 さ れ ま し た 。残 念 な が ら 初 戦 で 負 け て し ま い ま し た が 、こ の 試 合 に 出 場 し た

事 で 技 術 的 に 足 り な い 部 分 を 見 つ け 、他 の 選 手 か ら 刺 激 を 受 け る こ と が で き ま

し た 。と て も 貴 重 で 良 い 経 験 と な り ま し た 。私 た ち を 支 え て 下 さ る 顧 問 の 先 生 、

一 緒 に 練 習 し て く れ る 部 員 の み ん な に と て も 感 謝 し て い ま す 。引 退 ま で 残 さ れ

た 時 間 は 少 な い で す が 、日 々 成 長 出 来 る よ う に 目 標 を 持 っ て こ れ か ら も 頑 張 り

た い と 思 い ま す 。  
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音楽部 

 

◇平成２９年度第８４回 NHK 全国学校音楽コンクール三重県コンクール（8 月 4 日） 

 ○  金賞      

 

◇平成２９年度第５７回三重県合唱コンクール（8 月 11 日） 

  ○  金賞 県代表     

 

◇平成２９年度第８４回 NHK 全国学校音楽コンクール東海北陸ブロックコンクール 

（9 月 3 日） 

  ○  奨励賞      

 

◇平成２９年度第７０回中部合唱コンクール（9 月 23 日）                       

○  金賞                 

 

◇平成２９年度第２９回三重県合唱アンサンブルコンテスト（2 月 3 日） 

○  A チーム 金賞 

  ○  B チーム  金賞 優秀賞 

 

◇第４１回津高音楽部コーラスコンサート（3 月 30 日） 
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SSC（スーパー・サイエンス・クラブ） 

 

 

(1) 県外発表会 

・スーパーサイエンスハイスクール東海地区フェスタ2017（名城大学天白キャンパス） 

・平成29年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（神戸国際展示場） 

  

(2) 県内発表会・イベント等 

・おもしろ科学教室（津高校） 

・青少年のための科学の祭典（三重大学） 

・国際科学技術コンテスト強化講座（伊勢高校） 

・みえ自然科学フォーラム2017（三重県総合文化会館）口頭発表部門最優秀賞 

・日本農芸化学会（名城大学） 

 

(3) 科学系オリンピック・コンクール等への出場 

・物理チャレンジ2017（津高校） 

・日本生物学オリンピック2017（三重大学）優良賞１名 

・化学グランプリ2017（三重大学）奨励賞１名 

・第10全国数学選手権大会地域予選（名古屋市中小企業振興会館） 

・第28回日本数学コンクール（津高校） 

・三重県科学オリンピック（鈴鹿医療科学大学）4位 

・第9回日本地学オリンピック予選(三重大学) 

・第 28 回日本数学オリンピック 優秀賞１名 

 

 

東海フェスタ                        海遊館研修 
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陸上競技部 
                        

【三重県大会】 
◇国民体育大会第一次選考競技会（4 月 15 日～16 日） 

女子三段跳      4 位 3 年 北村帆乃香（三重大学附属中） 

 

◇三重県高等学校陸上競技春季大会（5 月 6 日～7 日）  

男子８００ｍ     5 位 3 年 今岡 佑斗（青山中）   

女子三段跳      5 位 3 年 北村帆乃香（三重大学附属中） 

 

◇三重県高等学校総合体育大会陸上競技の部（5 月 28 日～30 日） 

 女子三段跳     6 位 3 年 北村帆乃香（三重大学附属中） 

男子１５００ｍ   8 位 3 年 今岡 佑斗（青山中） 

 

◇三重県高等学校新人陸上競技選手権大会（9 月 17 日～18 日） 

女子１５００ｍ    7 位 1 年 市川 巴菜（鼓ヶ浦） 
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バレーボール部 男子  

 

◆平成 29 年度三重県高等学校バレーボール春季大会（４月） 

１回戦    津 ２（２５－ ９ ２５－１７）０ 伊賀白鳳  

２回戦    津 ２（２５－ ９ ２５－２０）０ 三重  

３回戦    津 ２（２５－１３ ２５－１５）０ 四日市  

準々決勝   津 ０（ ９－２５ １６－２５）２ 津工  

順位決定戦  津 ２（２５－１８ ２５－２０）０ いなべ総合学園  

順位決定戦  津 ２（２５－２１ ２５－１６）０ 相可  

                              最終順位：５位 

◆平成 29 年度三重県高等学校総合体育大会バレーボール競技（５月） 

３回戦    津 ２（２１－２５ ２５－１５ ２５－１７）１ 暁  

準々決勝   津 １（２５－１８ １９－２５ ２５－２７）２ 皇學館  

順位決定戦  津 ０（２３－２５ ２９－３１）２ 三重  

                              最終順位：７位 

◆平成 29 年度三重県高等学校バレーボール選手権大会（１１月） 

２回戦    津 ２（２５－１２ ２５－１３）０ 近大高専  

３回戦    津 ２（２５－２０ ２５－１８）０ 久居  

準々決勝   津 ０（１０－２５ １２－２５）２ 海星  

                              最終順位：５位 

 

 バレーボールを通じて、技術面はもちろん人間としても向上するために、チーム一丸と

なって日々練習に励んでいます。練習や合宿などでは、辛く大変に思うこともありますが、

チームみんなで乗り越えてきました。『「練習時間＋勉強時間」で三重県トップ』『県ベスト

４』をチームの目標として頑張って活動しています。  
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バレーボール部 女子  

 

限 ら れ た 練 習 時 間 を 大 切 に 全 力 で 取 り 組 み 、 県 ベ ス ト 16 を 目 標 に 頑 張 っ て

い ま す 。 人 数 が 少 な い の で 部 員 全 員 が と て も 仲 が よ く 元 気 で 楽 し い 部 活 で す 。

部 活 も 勉 強 も 時 間 を 有 効 に 活 用 す る こ と を 心 が け 、充 実 し た 日 々 を 送 っ て い ま

す 。  

 

4 月  春 季 大 会             5 月  愛 知 遠 征  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  5 月 県 総 体  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月  熊 野 合 宿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 51 - 

 

バスケットボール部 男子 
 

 

 

 

◇平成２７年度新人大会：第３位 （東海大会出場） 

 

◇平成２７年度県総体：第４位                             

 

 

 
 

～活動日～                         ～主な行事～ 

平日 月曜日、水～金曜日  練習            春：兵庫合宿、大垣合宿 

火曜日        休養            GW：天理合宿 

隔週木曜日     トレーニング         夏：京都合宿、大垣合宿、 

休日 練習 or 練習試合                 冬：クリスマス合宿 in 天理 
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「東海大会出場を目指して」 ２年 石井 洸一 （殿町中学） 

 

僕たち津高校男子バスケットボール部は２年生 12 人、１年生 10 人、マネージャー3 人

の計 25 人で活動しています。昨年から大会ではよい結果を残すことができていないので、

今の課題であるシュート力・フィジカルの強化に力を入れ、目標に向かって練習していま

す。辛いと思うこともありますが、楽しい仲間がたくさんいることで、乗り越えていける

いいチームです。 

 県総体まで長くはないですが、ひたすら練習し合宿で経験を積み、満足な状態で試合に

臨みたいと思います。 

 もう一度、東海大会に出られるチームになれるよう、頑張ります。 
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バスケットボール部 女子  

 

 

私たちは２年生 1 人、１年生４人、マネージャー１人の計６人で活動しています。  

週５～６日練習・練習試合をして、毎週火曜日が休みです。  

少ない人数ですが、基本男子バスケットボール部と練習しているので、とても充実した

練習ができます。  

部員は学年を超えて仲が良くて、チーム全体で「県大会出場」という目標に向かって日々

努力しています。  

初心者・経験者問わず大歓迎です！マネージャーも募集しています！  

興味のある方はぜひ体育館まで (^▽^) 

 

 

 

 

 

 



- 54 - 

 

サッカー部 

 

 ◇平成２８年度新人戦 

１回戦 津０－０桑名  

           PK（９－８） 

        ２回戦 津４－０桑名北  

        ３回戦 津０－０名張西・名張青峰  

           PK（４－５） 

 

 ◇平成２９年度インターハイ予選 

【１次トーナメント】 

１回戦 津６－０久居農林  

２回戦 津０－０四日市中央工業  

  延長（０－２） 

 

◇平成２９年度三重県サッカーリーグ２部 B 

第１節 津１－０津工業 2nd 

第２節 津１－２名張青峰  

第３節 津２－２桑名  

第４節 津３－９四日市四郷  

第５節 津１－１伊勢工業  

第６節 津５－１神戸  

第７節 津０－９海星 2nd 

第８節 津１－４いなべ総合学園  

第９節 津３－０伊賀白鳳 2nd 

３勝４敗２分、勝ち点１１のグループ６位  

 

 ◇平成２９年度選手権予選 

１回戦 津０－４四日市南  
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硬式テニス部 女子  

○部員  

 2 年生 6 人    1 年生 7 人（計 13 人）  

○活動場所  

 東コート（コートが 3 面ある方）  

○活動日時  

 平日：放課後 日が暮れるまで  

 土日：どちらか半日練習  

（大会や練習試合で両方潰れることはありますが、基本的には土日のどちらかが

休み  

なので、遊んだり、学習を進めたりすることもできます）  

夏休みに 2 泊 3 日の合宿あり  

○普段の様子  

 先輩、後輩の仲が良く、とても楽しい雰囲気です。  

 団体戦県ベスト 8 を目標に「ファイト」や「ナイスショット」など、声を掛け合って明  

るいチーム作りを心掛けています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初心者、経験者も大歓迎です。きれいに  

ボールを打てた感触はとても気持ちがい  

いですよ。  

ぜひ、一緒に楽しくテニスをしましょう！  
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硬式テニス部 男子 
 

 

 

 

 

私はキャプテンに指名された時から不安がありましたが、実際にキャプテンをつとめる

ということは想像していたよりずっと難しく、自分の中にある理想のキャプテン像とはか

け離れたものでした。  

部活内のモチベーションを維持したり、部活動としての雰囲気づくりがなかなかうまく

いかない中で、私は「前のキャプテンと比べると、実力もキャプテンとしての力量も劣っ

ている」と感じ、自信がなくなり、ストレスや葛藤に苛まれることがありました。しかし、

そんなときには仲間が支えてくれました。私は仲間の大切さを思い知りました。そして新

人大会の団体戦でベスト８に入賞することができました。  

部活動とは、普段の生活で経験できないことが経験できる特別な場所だと思います。こ

れからも、仲間たちと協力し、お互いを高めあっていきたいと思います。  

 

２年５組  片岡  義貴  

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフトテニス部（男・女） 
 

男女で仲良く活動しているクラブです。初心者も頑張っています。自主・自律の精神の

元、上位進出を狙って部員自ら練習メニューを考え熱心に活動しています。現在は、男子・

団体  県ベスト８、個人ベスト 16、女子・団体  県ベスト 16、個人ベスト 16 を目指して、

日々頑張っています。男女同じ会場で大会が行われることが多く、互いに応援し合いなが

ら頑張っています。  

 

結果  

男子団体 第５位 三重県高校総体 平成２９年５月２８日  

男子団体 第５位 三重県高校新人大会 平成２９年１２月１７日  
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ダンス部 

 

 

津高校ダンス部「つこだん」です！！私たちは、様々なイベントに向けて、日々元気に

活動しています！！いろいろなジャンルに挑戦し、賞をとることを目標にしています。 

みんなで頑張る時間は私たちにとって宝物であり、青春そのものです！！初心者でも、

経験者でも男子でも女子でも、どなたでも大大大歓迎です！ 

私たちと一緒に最高の思い出を作りませんか？一緒に青春しましょう！！ 

 

 

 

これまでの主な受賞は以下の通りです。 

◇三重県高体連ダンスフェスティバル 

  H.20 最優秀賞 

  H.23 発想が良かったで賞 

  H.24 かわいかったで賞  

H.26 想定外な作品展開で魅せたで賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 すずかフェスティバル  

１２月 三重県高等学校  

ダンスフェスティバル  

 

 

その他、小学校の子ども会や

地域の夏祭り、クリスマス会

などにも参加する可能性があ

ります♪  

つこだん  

主なイベント  
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ハンドボール部 
 

◇部員数（平成２９年度） 

３年生･･･８人（内マネージャー２人） 

２年生･･･６人 

１年生･･･１５人（内マネージャー４人） 

 

◇活動状況 

・平日･･･本校グラウンドにて練習 

・休日･･･本校グラウンド又は体育館にて練習、他校と練習試合、公式戦等 

（基本的に土日のどちらかはオフ） 

 

・公式戦 

５月：県総体（インターハイ予選） 

１１月：新人大会 

１２月：選抜大会県予選会 

 

・その他の大会 

     ７月：三幸スポーツマックス杯（中勢地区リーグ戦）、津市民大会 

     ８月：県総合選手権（日沖杯） 

     ３月：交流大会 

 

・経験者が少なく、初心者でも十分活躍できる部活です。今年度は「１試合でも多くの勝

利」をテーマに、生徒が主体となって活動しています。練習時間は短期集中型で、週に１

回のオフを基本としており、学習との両立も可能です。 

 

 

◇過去の成績 

平成18年度 

県総体ベスト4（過去最高） 

 

平成23年度 

県総体ベスト8 

第6回ヤシマカップリーグ優勝 

 

平成25年度 

県新人大会5位 

 

平成29年度 

 県総体 １回戦 

 津 17-22 四日市 

 

 

◇津高校が平成３０年度ハンドボールのインターハイ会場に。 

  現在の１年生が主に運営に携わることになります。三重県全体で素晴らしい大会にす

るために準備を進めていますが、本校の生徒はその最前線で活躍することになります。

そのため、昨年の夏からオフィシャル講習会に参加し、県予選大会や東海大会にてオフ

ィシャルやコート補助員の経験を積んでいます。来年度のハンドボール部員はそのよう

な責任ある立場の中で、普段では味わうことのできない充実感を得ることでしょう。 
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ソフトボール部 

 

◇平成２９年度三重県高体連ソフトボール競技県総体（5 月 27 日）ベスト 16 

 

◇三重県高校ソフトボール競技秋季大会（9 月 26 日）2 部 3 位 

 

・部員数  …８人（２年４人、１年４人） 

・活動頻度…平日：練習（放課後～18:30） 

      土曜日：午前練習 or 合同練習，練習試合 

      日曜日：基本的には休み 

・場所  …プール横グラウンド 

 

 

 

こ ん に ち は ！  

私 た ち ソ フ ト ボ ー ル 部 は 、部 員 数 が

８ 人 と 少 な い で す が 、同 学 年 だ け で

な く 学 年 を 超 え て み ん な 仲 が 良 く 、

い つ も 楽 し く 活 動 し て い ま す 。  

私 た ち の 目 標 は「 単 独 チ ー ム で ベ ス

ト ８ 」 で す 。  

ベ ス ト ８ に な る た め に 、限 ら れ た

時 間 の 中 で 集 中 し 、密 度 の 高 い 練 習

を 目 指 し て 日 々 活 動 し て い ま す 。  

し か し 、ソ フ ト ボ ー ル は 9 人 で 行 う

ス ポ ー ツ な の で 、人 数 不 足 で 今 は 単

独 チ ー ム と し て は 大 会 に 参 加 す る

こ と が で き て い ま せ ん 。  

「 ソ フ ト ボ ー ル っ て 難 し そ

う 。 」 と 思 わ れ る 方 も い る か

も し れ ま せ ん が 、 部 員 の 中 に

は 経 験 者 だ け で な く 初 心 者 も

い ま す 。 そ し て 、 ソ フ ト ボ ー

ル 部 は 、 平 日 の 練 習 時 間 も 長

す ぎ ず 、 土 日 の ど ち ら か は 休

み な の で 、 勉 強 と 部 活 の 両 立

が し や す い 環 境 に あ り ま す 。  

 

少 し で も 興 味 の あ る 人 は 、

ま ず は ソ フ ト ボ ー ル 部 を 見 に

き て く だ さ い ！ 見 学 、 体 験 大

歓 迎 で す ！  

 

た く さ ん の 入 部 、 お 待 ち し て い ま す ‼ 
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硬式野球部  

 

春季高校野球中勢地区予選  

津 ４－３ 津東  

津 ０－１０久居  

津１２－２ 青山  

津 ２－１２津西  

 

全国高校野球選手権三重大会  

津 ２－４ 南伊勢  

 

秋季高校野球中勢地区予選  

津 ８－１２久居  

津 ０－７ 津西  

津 ５－８   久居農林  

 

１年生大会  

津 ０－４ 津工  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軟式野球部 

 

◇三重県高等学校総合体育大会軟式野球競技兼春期大会（4～5 月） 

   2 回戦  鈴鹿 1－0 津      

 

◇第 62 回全国高等学校軟式野球選手権大会兼夏季大会（7 月） 

   1 回戦  宇治山田 4－3 津      

 

◇平成 29 年度三重県高等学校軟式野球秋季大会（9 月）                        

2 回戦  三重 1－0 津 

 

私たち軟式野球部は、『東海大会への出場』を目標として、部員 17 名、マネージャー   

1 名の計 18 名で日々の練習に励んでいます。限られた時間とスペースの中で、集中して、

効率よく、そして積極的に練習に取り組むことを部員全員が強く意識し、元気に明るく楽

しく野球をしています。        
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吹奏楽部  

 

1 年生 23 人 2 年生 10 人 3 年生 16 人  

◇平成 28 年度三重県吹奏楽コンクール (8 月 11 日 ) 銀賞  

◇三重県アンサンブルコンテスト南地区大会 (1 月 8 日 ) 

  打楽器五重奏 銀賞 /フルート四重奏 金賞 ／サックス五重奏 金賞・地区代表 

/木管七重奏 金賞・地区代表  

◇三重県アンサンブルコンテスト (1 月 ) 

  サックス五重奏 銀賞  

◇個人・重奏コンテスト  三重県大会  

  個人の部 フルート独奏 銀賞 箕形 友花（桔梗が丘中）  

       サックス独奏 銀賞 鄭 美充（天栄中）  

◇第 21 回記念津高吹奏楽演奏会 (４月１日 ) 

 

 こんにちは！私たち吹奏楽部は毎日仲良く一生懸命練習に励んでいます。たくさんの高

校といっしょに演奏するフレンドシップコンサートやコンクール、文化祭など内外で行わ

れる様々な行事にも参加させていただいています。コンクールも学生指揮で出場するなど

生徒主体で部活動を運営しているため、色々な壁にぶつかることもありますが、とても充

実した日々を過ごしています。たくさんの方々の心に響く音楽を目標に頑張ってきたそん

な私たちの集大成である定期演奏会が 4 月 1 日に三重県総合文化センター大ホールで行わ

れます。ぜひききに来て下さい♪  
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美術部  

 

 津高校美術部は平日を中心に自由に作品制作に取組んでいます。  

 毎週水曜日は、クロッキー会をしています。  

夏には２泊３日の合宿で、海や山を感じながら風景画制作等の作品展を見据えた活動を

します。  

また１１月には津新町商店街で行われる新町フェスタに呼んでいただき、イラストバス

というコーナーでバス後方にイラストを描きます。  

主な活動目標としては１０月と３月の県内高校美術部の展覧会、そして１月の読書感想

画コンクールがあります。後者では毎年賞をとるなど良い成績をあげています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新町フェスタ イラストバス  
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 ホームライフ部 
 

         

ホームライフ部はお菓子作りをメインとした部で、月に２回、調理室で活動しています。

作る内容は主に２年生部員が決め、季節のお菓子を中心に、チャレンジしたいものを自由

に選んで取り組みます。 

活動は常に楽しい雰囲気に包まれています。先輩と後輩が自然な形でなじみあって、い

つの間にかお菓子作りのコツなども引き継がれていきます。 

 

私たちは毎年文化祭で、模擬店「お菓子の家」で蒸しケーキを販売します。蒸しケーキ

は好評で、毎年たくさんの方々に召し上がっていただいています。昨年は、新入部員が少

なかったので、たくさんの蒸しケーキを作るのが大変でした。しかし、みんなで協力し、

多くの方に「お菓子の家」に来ていただけたので、とても嬉しかったです。手作りのお菓

子には、市販のものとは異なる手作りならではのおいしさがあります。友だちや先輩、後

輩とのお菓子作りはとても楽しく、気分も明るくなります。お菓子や手作りに興味のある

方はぜひホームライフ部に来てください。一緒に手作りを楽しみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

平成 29 年度

活動人数  

1 年  2 年  3 年 

5 名  14 名  13 名 

32 名  

日頃の活動風景 

文化祭当日の活動風景 
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茶道部 

 
津高校には表千家と裏千家の二つの茶道部があります。活動はどちらも週に一回で、表

千家は水曜日、裏千家は火曜日にお稽古しています。文化祭は自分で浴衣を着て、普段の

お稽古の成果を披露しています。和やかな雰囲気の中で季節のお菓子を楽しめる、魅力た

っぷりの部です。興味のある方は一度和室をのぞいてみて下さい。 

 

 

◇表千家茶道部は第 37 回近畿高等学校総合文化祭大阪大会（11 月 12 日）に参加し、奨励

賞をいただきました。 

 

「近畿高等学校総合文化祭大阪大会に出場して」 

2 年 山本 菜摘（三重大学附属中学校） 

 

私たち表千家茶道部は 11 月に行われた近畿高等学校総合文化祭大阪大会に三重県代表

として参加しました。今回は茶室についての講演を聞き、お茶会を通して他県の代表の方々

と交流をしました。講演会では、普段あまり知ることのできない茶室の畳や窓について教

えていただき、会場には材料の実物が展示されていました。とても興味深い内容で茶道の

魅力を改めて感じました。お茶会では、

大阪の代表チームと組み、順番に亭主

側・客側になり茶会に参加しました。

私たちが客側だった時、半東の方は自

分たちの学校の話や三重県についての

質問などをしてくださり、和やかな気

持ちでお茶や会話を楽しむことができ

ました。私たちが亭主側の時に私が半

東を務めたのですが、お道具の説明を

することに精一杯になってしまいまし

た。大阪の方のように、半東としてし

なければならない事のみをするのでは

なくお客様により楽しんでいただける

ようにすることが重要だと気づきまし

た。 

私は、お点前を手順通りにするだけ

でなく、心のゆとりを持ち、一つ一つ

の動作に心を込めてお茶を点てられる

ようにしたいです。今回の貴重な経験

を部員全員に伝えて、よりよいお点前

ができるよう、日々のお稽古を大切に

していきたいと思っています。 
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 Ｊｒ．ｃｏｍ部 
  

 

 

漫画研究部「Jr.com」は 40 年以上の歴史があります。当時の漫画雑誌で、手塚治虫の「火

の鳥」が掲載された「COM」から名付けられました。「手塚先生には及ばない。『Jr.（ジュ

ニア）』をつけよう」と、1967 年に当時１年生の６人が立ち上げたといわれています。 

 

 

Jr.com 部は月に３回ほど、家庭経営室で活動しています。主な活動内容は、月刊のイラ

スト冊子「Ｃｏｍらんど」を発行することです。部員全員が個々にテーマに添った作品を

制作し、回収、印刷、製本へと作業を進めていきます。各部員は勉強の合間を縫って絵を

描いています。 

「Ｃｏｍらんど」のテーマは、毎月季節に合ったものとなっていて、クリスマスやお正

月、バレンタインなど、どの月も目が離せません。B5 サイズ 20 ページ程の中に、部員た

ちのユーモアあふれるイラストがつまっており、毎月約 50 部を校内に設置し、生徒や先生

方に自由に手に取って見てもらっています。 

文化祭は、Jr.com 部の腕の見せ所。いつもより時間をかけ、最高の原稿を仕上げます。

そうして完成した「文化祭特別号」は、文化祭でたくさんの方の手に渡ります。また、手

書きのイラストをラミネートしたカードやお手軽クリップ、生イラストを使った世界に 1

枚しかない A4 ポスターはどれも数量限定！ 毎年大変好評で早めになくなってしまうの

で、気になる方は午前中の早い時間にお越しください。 

他の部との兼部も可能です。イラストを描いたり見たりすることの好きな方は、ぜひ活

動を見に来てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度

活動人数  

1 年  2 年  3 年 

8 名  7 名  10 名 

25 名  

文化祭風景 
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ジャグリング部 
 

 

ジャグリング部は週３回程度（イベント前は毎日になることもあります）楽しく活動し

ています。皆さんはジャグリングとはどのようなものか知っていますか？ジャグリングと

はボールやディアボロなどの様々な道具を操るパフォーマンスのことです。地域の祭りや

子ども会などから出演依頼を受け、また、９月には文化祭で技を披露します。部員の全員

が高校からジャグリングを始めた初心者なので、経験がなくても心配いりません。気軽に

来てください！  

 

 

Ｈ29 年度活動実績    6 月 社会福祉法人 嬉野カトリックの家（松阪市）  

8 月 新町小学校夏祭り（津新町）  

（津市立 成美小学校学童 ←台風のため中止）  

           9 月 文化祭  

          10 月 朝日新聞にクラブ紹介記事掲載  

          

 

 

  

2 0 1 7 年 度  文 化 祭 （ 公 開 ） に て  

 



- 67 - 

 

軽音楽部 

 

軽 音 楽 部 は 、 例 年 部 員 数 が ５ ０ 名 前 後 の 大 所 帯 の た め 、 部 員 が 一 堂 に 会 す る

こ と は ほ と ん ど な く 、基 本 的 に 各 バ ン ド 単 位 で 活 動 し て い ま す 。校 内 で の 練 習

は ２ 週 間 に １ 度 、そ れ 以 外 の 日 は 個 人 練 習 を し て い ま す 。最 大 の イ ベ ン ト は 文

化 祭 で の 発 表 で す 。非 公 開 日 に は 総 合 文 化 セ ン タ ー 大 ホ ー ル の ス テ ー ジ で の ３

年 生 を 中 心 と し た 発 表 、 一 般

公 開 日 に は 武 道 場 で の ラ イ ブ

を 行 っ て い ま す 。  

こ の 他 に 年 数 回 、 夏 と 春 を

中 心 に 、 ア ス ト 津 の ホ ー ル 等

で ラ イ ブ を 行 い 、 演 奏 を 披 露

し て い ま す 。 近 年 は 、 津 市 民

文 化 祭 の 軽 音 楽 部 門 へ 参 加 す

る バ ン ド も あ る な ど 、 対 外 活

動 を し て い る バ ン ド も あ り ま

す 。  

 

 

 

 

 

 

 

邦楽部 
 

 初めまして、邦楽部です。邦楽部では 2 年生 3 人、1 年生 5 人が週 3 回、和気藹々とお

箏の練習に取り組んでいます。普段は部員主体で練習していますが、週に一度、本校のＯ

Ｇでもある外部講師の方に指導していただいています。主な演奏の場は、9 月の文化祭、3

月の市民文化祭です。またボランティアの一環として秋には近辺の介護施設での演奏会も

行っており、本年も職員の方をはじめ皆さんに大変喜んでいただき大盛況でした。演奏を

通して、日本古来の和楽器ならではの、美しく心癒される箏の音色の魅力をお伝えするこ

とが私たちの目標です。みなさんも箏の音色を楽しんでみませんか？  
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将棋部 

 

◇第４１回全国高等学校総合文化祭（将棋部門）兼第５３回全国高等学校将棋選手権大会

三重県予選（4 月 30 日）出場 

○  男子個人 矢原 圭祐（三重大学附属中） 

種部  暢（殿町中） 

      多 羅 尾  洸 （ 一 身 田 中 ）  

 

◇第３７回近畿高等学校総合文化祭（将棋部門）三重県予選兼第２５回三重県高等学校将

棋大会（8 月 6 日）出場 

○  男子個人 濵口 哲朗（朝陽中） 

椿井 友也（亀山中部中） 

 

 

 

 

 

 

文芸部 
 

 

毎週火～木曜日に生徒指導室前で部誌を作成、発行しています。主な部誌は小曲集 5 月

号・青桐（文化祭のとき）・卒業生感謝号・新入生歓迎号の４つです。部誌の発行以外に、

詩を作って互いに評価し合うこともあります。文芸の大会（高校文芸みえ）にも出場して

います。  
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演劇同好会  
 

◇春期公演 (4 月 11 日 )  

○「ヘンゼルとグレーテル裁判」開廷  

 

◇津高入門講座 (8 月 23 日 )  

○生徒ボランティアとして参加  

 

◇文化祭 (9 月 8 日、10 日 )  

○「ルームシェア」上演  

○「仲の良い二人の話」その他２作品上演  

 

◇図書館朗読劇 (10 月 25 日 )  

○「翼を持つ男」上演  

 

◇第 35 回三重県高等学校演劇連盟主催春季大会 (３月 28 日、29 日 ) 

○「幻想は宝玉と共に」上演予定  

 

 

「演劇は一人では出来ない」               

二年 横山 祥子  (豊里中 )  

 演劇同好会で活動してきて二年、私は人と協力して物事を成し遂げる事の大切さとやり

がいを学びました。  

 演劇同好会は部員一人ひとりのキャラの濃さはどこの部活にも負けないと思います。そ

んな個性の塊達が集まって一つの作品を作るとなると、必ず部員同士での意見の衝突が起

こります。私はこの部活で部長、脚本、役者、その他様々な仕事を当時の私は周りの人に

頼らず一人でしていました。仕事が多いということはそれだけ責任が重いということで、

何か衝突がある度に真っ先に責められたのは私だった気がします。こうして私は体力的に

も精神的にも一人で仕事を抱えきれなくなり、部員に仕事を任せるようになりました。す

ると他の部員にも劇に対する責任と情熱が芽生えたように感じました。今までは私が一人

で仕事をしていた分、劇に対する責任と同時に情熱も一人で背負い込んでいたような気が

します。こうして全員が情熱を持って楽しんで演じた公演は無事成功を収め、携わった部

員全員が胸を張って「皆で頑張った！楽しかった！」と言える舞台になりました。私はこ

れまでのほとんど仕事を一人でやってきた公演より、全員で頑張って成功を収めたこの舞

台の方が公演後の達成感、満足感を何倍にも感じられました。  

「演劇は一人では出来ない。」この言葉の意味がよく分かったような気がします。  
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国際交流同好会  
 

 

Hello!  We belong to the International Communication Club.  Our activities are 

playing games such as “show and tell”, “guessing the meaning of words”, ”Apples to 

Apples”, “Jenga” and so on.  Also , we sometimes watch movies in English and have 

parties on holidays such as Halloween and Christmas.  We have two ALTs, Aliena and 

Jessica. We enjoy talking with them and each other in English.  If you join us, you can 

experience American culture more deeply.  We are really looking forward to seeing 

you and doing our club activities together!  
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２． 個人活動紹介編  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真はレク大会と体育祭の一コマ 



- 72 - 

 

                                 

「インターハイ高校生活動に参加して」 

２年  松林 由起(西橋内中)  

 

皆 さ ん は イ ン タ ー ハ イ の 「 高 校 生 活 動 」 に つ い て 知 っ て い ま す か ？ 私 は そ の

活 動 の 中 地 区 委 員 長 、県 推 進 副 委 員 長 を 務 め 、イ ン タ ー ハ イ を 盛 り 上 げ る べ く 、

様 々 な 活 動 を 行 っ て き ま し た 。「 高 校 生 活 動 」 は 、地 元 の 高 校 生 が 、 大 会 の 広

報 活 動 や 来 県 す る 選 手 ・ 監 督 へ の 手 作 り 記 念 品 の 制 作 、環 境 美 化 活 動 な ど 、大

会 の 成 功 に 向 け て 取 り 組 む も の で す 。例 え ば 、１ １ 月 ４ 日 に 行 わ れ た ３ ０ ０ 日

前 イ ベ ン ト で 、世 界 柔 道 選 手 権 ３ 連 覇・バ ル セ ロ ナ オ リ ン ピ ッ ク 銀 メ ダ リ ス ト

の 小 川 直 也 さ ん と 対 談 さ せ て 頂 き ま し た 。ま た 、Ｆ Ｍ み え の ラ ジ オ に 出 演 さ せ

て い た だ き 、多 く の 人 に イ ン タ ー ハ イ に つ い て 知 っ て も ら う Ｐ Ｒ 活 動 が で き ま

し た 。活 動 を 通 し て 私 は 、イ ン タ ー ハ イ は ス ポ ー ツ を し て い る 部 活 動 だ け の も

の で は な い こ と を 知 り ま し た 。私 は 、高 校 で は 文 化 部 に 所 属 し て い る の で イ ン

タ ー ハ イ は 無 縁 の も の で 遠 い 存 在 と 考 え て い ま し た 。 し か し 、 文 化 部 も 含 め 、

た く さ ん の 人 が 関 わ っ て い る と 実 感 す

る こ と が で き ま し た 。 昨 年 に 行 わ れ た

南 東 北 総 体 で 高 校 生 活 動 を し て い た 方

が「 私 の 青 春 は こ の 高 校 生 活 動 だ っ た 」

と 誇 り を 持 っ て お っ し ゃ っ て い ま し

た 。 私 も や っ て よ か っ た と 思 え る よ う

な 活 動 を 続 け て い き た い と 思 い ま す 。  

 

 ＦＭみえに出演  
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第 27 回三重県高等学校英語スピーチ・スキット 

・英作文コンテスト スキットの部  準優勝 

 

2 年 横山祥子(豊里中) 豊田日乃(創徳中) 高倉彩夏(松阪西中) 

「Being yourself～私達らしい劇を～」    
 

 

私 た ち は 、「 自 分 ら し く 生 き る た め に 」を テ ー マ に 劇 を し ま し た 。津 高 校 で

は こ の コ ン テ ス ト の ス ピ ー チ の 部 、 英 作 文 の 部 で の 出 場 は 過 去 に 前 例 が あ る

が 、ス キ ッ ト の 部 で の 出 場 は 初 め て ら し く 、出 場 が 確 定 し た 時 、期 待 と 不 安 で

胸 が い っ ぱ い で し た 。 仲 間 や 先 生 と 話 し 合 い 、 “ Bein g  Y o u r se l f” と い う タ イ

ト ル の 脚 本 が で き ま し た 。こ の 話 は 自 分 の 気 持 ち を 正 直 に 言 え な い 主 人 公 の も

と に 自 分 は あ な た の 本 音 だ と い う 人 物 が 現 れ 、 主 人 公 の 時 に 本 音 に 振 り 回 さ

れ 、時 に 支 え ら れ 成 長 し て い く 姿 を 描 い た 物 語 で 、本 音 を 言 え な い 、そ ん な 誰

に で も 経 験 が あ り そ う な 事 を 題 材 に し ま し た 。  

コ ン テ ス ト の 前 に は 文 化 祭 、前 期 末 考 査 と 忙 し く 、練 習 を 本 格 的 に 始 め た 時

に は 本 番 ま で 一 ヶ 月 し か な い 時 期 で し た 。英 語 の 授 業 で は あ ま り 使 わ な い 表 現

の 台 詞 も 多 く 、 私 た ち は な か な か 台 詞 を 覚 え る 事 が で き ま せ ん で し た 。  

当 日 も 他 校 は 部 活 と し て の 参 加 が ほ と ん ど で 、参 加 人 数 は 私 た ち の 倍 、小 道

具 、 衣 装 、 音 響 も 凝 っ て い る 、 私 た ち の 勝 ち 目 は な い と 思 い ま し た 。 し か し 、

私 た ち は「 私 た ち は 他 校 と は 規 模 が 違 う 。だ か ら 他 校 と は 比 べ ら れ な い 。私 た

ち の 作 品 は オ ン リ ー ワ ン な の だ 。私 た ち ら し く 楽 し も う ！ 」と 、先 生 や 仲 間 た

ち と 励 ま し あ い ま し た 。 そ う し て 迎 え た 本 番 で は 、 少 し の ミ ス は し た も の の 、

全 員 で 楽 し ん で 演 じ る こ と が で き 、先 生 に も 今 ま で で 一 番 良 い 演 技 だ っ た と 言

わ れ ま し た 。  

結 果 は 準 優 勝 で 、優 勝 に は 手 が 届 き ま せ ん で し た が 、私 た ち は こ の コ ン テ ス

ト を 通 し て 、英 語 力 だ け で な く 、何 事 も 挑 戦 す る こ と の 大 切 さ を 学 び 、こ こ ま

で 一 緒 に 頑 張 っ て き た 仲 間 と の 絆 を 得 る こ と が で き ま し た 。こ の 経 験 は 私 た ち

に と っ て 忘 れ ら れ な い 出 来 事 と な っ た と 思 い ま す 。  
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「三重県高等学校スピーチコンテストに出場して」 

 

1 年  前田 桃佳 (三重大学附属中)  

 

 

私 は 10 月 21 日 に 三 重 県 高 等 学 校 英 語 ス ピ ー チ コ ン テ ス ト に 出 場 し ま し た 。

こ の 大 会 で は 英 語 で 弁 論 を 行 い 、そ の 内 容 ・ 発 表 の 態 度 な ど を 競 い ま す 。今 ま

で に 何 度 か 英 語 の 弁 論 大 会 に 参 加 し た こ と は あ り ま し た が 、県 全 体 を 対 象 と し

て い る 規 模 の 大 き い 大 会 に 出 場 し た の は 初 め て だ っ た の で と て も 良 い 経 験 に

な り ま し た 。出 場 者 全 員 の レ ベ ル が と て も 高 く 視 野 が 広 く な り 、よ り 成 長 す る

き っ か け に な り ま し た 。  

今 の 時 代 英 語 を 話 せ る こ と は 当 た り 前 に な り つ つ あ り ま す 。そ ん な 今 、英 語

で 何 か を 主 張 で き る こ と は 将 来 必 ず 自 分 の 大 き な 武 器 に な る と 思 い ま す 。自 分

の 意 見 を 考 え 、そ れ を 英 語 に し 、大 勢 の 人 の 前 で 発 表 す る こ と は 私 自 身 の 力 を

高 め て く れ ま し た 。  

も と も と 英 語 を 話 す こ と は 好 き で し た が こ の コ ン テ ス ト に 出 場 し た こ と で

勉 強 し た い と い う 意 欲 が さ ら に 大 き く な り ま し た 。こ れ か ら も も っ と 成 長 で き

る よ う に 努 力 し 続 け て い き た い で す 。  
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「尾鷲節で悲願の初優勝」 

３年 駒田 早代 (朝陽中)  

津高新聞 300 号より転載 

 

1 1 月 12 日 に 尾 鷲 市 で 行 わ れ た 民 謡 の 全 国 尾 鷲 節 コ ン

ク ー ル の 一 般 の 部 と 総 合 の 部 に お い て 、 駒 田  早 代 さ ん  

（ 3 年 4 組 ） が 見 事 優 勝 を 収 め た 。  

 

 

尾 鷲 節 で は 、声 量 や「 こ ぶ し 」な ど の 節 回 し が 評 価 基 準 に な る 。プ ロ か ら ア

マ チ ュ ア ま で 幅 広 く 参 加 す る こ の 大 会 は 、今 年 で 32 回 目 だ 。駒 田 さ ん は 中 学 2

年 生 の 時 か ら 毎 年 出 場 し て い た が 、そ の う ち 3 回 は 惜 し く も 準 優 勝 で あ り 、悔

し い 思 い を し て い た 。今 年 は 、い つ も 仕 事 の 都 合 で 会 場 に 来 る こ と が 出 来 な か

っ た 父 親 や 、地 元 の 人 が 応 援 に 駆 け つ け て く れ 、昨 年 度 よ り 気 が 引 き 締 ま っ た

と い う 。ま た 、本 番 の 振 り 袖 は 祖 母 が 買 っ て く れ た も の で 、母 親 が 着 付 け て く

れ た 。 周 り の 人 の 手 厚 い 支 え が 、 駒 田 さ ん の 優 勝 を 後 押 し し た 。  

 こ の 大 会 で 印 象 に 残 っ た こ と に つ い て 駒 田 さ ん は 「 予 選 が 2 回 あ り 、 2 回 目

の 予 選 で は 1 位 だ っ た 。し か し 最 終 結 果 発 表 の 時 、審 査 委 員 長 の 話 で 予 選 の 結

果 を 考 慮 し て い な い 、と い う 旨 の 話 を 聞 き 、予 選 が 1 位 だ っ た と し て も 優 勝 と

は 限 ら な い ん だ 、ま た 優 勝 を 逃 し た の か 、と 焦 っ た 」と 苦 笑 し た 。最 後 に こ の

輝 か し い 結 果 に つ い て「 家 族 や 地 元 の 人 が 応 援 に 来 て く れ た こ の 大 会 で 優 勝 す

る こ と が で き て 素 直 に 嬉 し い 。高 ３ と い う タ イ ミ ン グ で 、自 分 に と っ て い い 一

区 切 り に な っ た 。将 来 的 に も 民 謡 は 続 け て い き た い し 、尾 鷲 節 だ け で な く 色 々

な 民 謡 を 学 び た い 」 と 話 し た 。  
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「フェンシングのインターハイに出場して」 

                      ３年 伊藤 悠貴（三雲中） 

 

 

私は今年、最高学年として挑んだ春季大会、県総体の両方で優勝し、東海大会におい

ても３位に入ることができました。しかし、インターハイの直前、私は膝を負傷し、医

師からはインターハイに向けて出発する前日まで練習できないと言われました。その時

には、あまりのショックに頭が真っ白になりましたが、足が使えなくてもできることを

しようと練習に励みました。そして臨んだインターハイ本番、やはり負傷した足の動き

の悪さが影響し、予選敗退という結果に終わってしまいました。 

 津高校に入学してからの３年間、高校にフェンシング部が無いのにも関わらず、顧問

として遠征試合の引率をして下さった教頭先生や、いつも応援してくださった担任の先

生や友人、様々な部分で支えてくれた両親のおかげで私はフェンシングを続けられたと

思っています。そんなたくさんの方たちに結果という形で恩返しができなかったことを、

本当に後悔しています。私は今後、大学に進学後も競技を続け、このような後悔を２度

としないように精一杯頑張りたいと思っています。そしていつか、今まで私を支えてく

ださった方たちに、私のことを誇らしく思ってもらえるように、1 人のアスリートとして、

また 1 人の人間として成長していきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
東海大会にて 相手に大きく点差をつけた場面  
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「日本数学オリンピックに出場して」 

２年  坂野 智紀(橋南中)  

 

 

僕 は 今 年 の 1 月 ８ 日 に 行 わ れ た 第 28 回日本数学オリンピック（JMO）予選に出場し

ました。数学オリンピックは、国際数学オリンピック（IMO）ルーマニア大会の日本代表選

手候補の選抜も兼ねた数学コンテストで、毎年 3000 人以上の高校生が参加します。予選で

は試験時間 3 時間で 12 問の問題の解答のみを書く形式となっています。問 題 を 解 く の に

必 要 な 知 識 は 高 校 2 年 の 中 頃 ま で の 内 容 程 度 で 十 分 な の で す が 、難 し い の は 問

題 の 考 え 方 で す 。工 夫 な し で 答 え を 出 せ る 問 題 も あ り ま す が 、ほ と ん ど の 問 題

に は 解 き や す い 考 え 方 が あ り ま す 。ま た 、ほ と ん ど の 人 が 解 け ず 、問 題 を 読 ん

で も 意 味 が 理 解 で き な い よ う な 問 題 も ２ ～ ３ 問 出 題 さ れ ま す 。  

僕 は も と も と 数 学 や 自 然 科 学 に 興 味 が あ り 、数 学 オ リ ン ピ ッ ク の 案 内 を 見 た

と き 、こ れ に 出 た い と 思 い ま し た 。今 年 は Ｓ Ｓ Ｈ の 活 動 や ほ か の 科 学 系 オ リ ン

ピ ッ ク に も 参 加 予 定 だ っ た の で す が 、こ ん な 機 会 は 今 し か な い と 思 い 、参 加 を

決 め ま し た 。 そ の 後 6 月 か ら 12 月 に か け て ほ か の 参 加 メ ン バ ー と 勉 強 会 を し

ま し た 。 そ の 時 に 問 い て い た 過 去 問 は あ ま り 解 け て い ま せ ん で し た 。 し か し 、

当 日 は 問 題 が 思 う 以 上 に 解 け 、予 選 通 過 に は あ と 1 問 分 足 り な か っ た も の の 関

西 地 区 の 地 区 表 彰 を 受 け ま し た 。  

高 校 の 勉 強 は 受 験 が 後 に あ る こ と も あ り 、ど う し て も「 正 解 す る 」と い う こ

と が 必 要 と さ れ ま す 。し か し こ の 数 学 オ リ ン ピ ッ ク は 問 題 を「 楽 し む 」と い っ

た 面 が 大 き い の で 、 と て も 良 い 経 験 と な り ま し た 。  

 



- 78 - 

 

                                 

「競技かるたの魅力」 

１年  中川 智賀 (嬉野中)  

 

『 次 の 札  読 ま れ る ま で の  一 秒 を  暑 さ と 共 に  じ っ と 耐 え 抜 く 』  

 

私 は こ の 短 歌 で 佐 佐 木 信 綱 顕 彰 会 に お い て 、三 重 県 知 事 賞 を 頂 き ま し た 。こ

れ は 、私 の 趣 味 で あ る 競 技 か る た を し て い る 時 の こ と を 詠 ん だ も の で す 。前 の

札 が 読 み 終 わ り 、次 の 札 が 読 ま れ る ま で の た っ た 一 秒 の ピ リ ピ リ と し た 緊 張 感

を 表 現 し ま し た 。  

私 が 競 技 か る た に 出 会 っ た の は 小 学 校 六 年 生 の 時 で し た 。き っ か け は 、競 技

か る た を 題 材 に し た あ る 漫 画 で し た 。そ れ を 読 ん だ と き 、今 ま で『 た だ の 遊 び 』

だ っ た 百 人 一 首 が 、私 の 中 で『 ス ポ ー ツ 』 に 変 わ り ま し た 。そ し て 私 も そ れ を

や っ て み た い と 思 い 、家 に あ っ た 百 人 一 首 で 一 人 で 練 習 を 始 め ま し た 。始 め た

こ ろ は 十 首 程 し か 覚 え て お ら ず 、な か な か 速 く 取 れ な い こ と を 悔 し く 思 っ た こ

と を 今 で も 覚 え て い ま す 。で も だ ん だ ん 覚 え て き て 、少 し ず つ で す が 速 く 取 れ

る よ う に な る の が と て も 嬉 し く て 、何 よ り 楽 し か っ た で す 。高 校 に 入 っ て か ら

は 時 間 が な か な か 取 れ ず 、や る 機 会 も 減 っ て し ま い ま し た が 、今 で も 時 間 が あ

る と き は か る た を 楽 し ん で や っ て い ま す 。  

私 は 、 か る た は 素 晴 ら し い 日 本 の 文 化 で あ り 、 ス ポ ー ツ だ と 思 っ て い ま す 。

で す が 友 達 に か る た の 話 を し て も 、「 何 が 面 白 い の ？ 」と い わ れ る こ と が 多 い

の で す 。私 が か る た を や る き っ か け と な っ た 漫 画 の お か げ で 競 技 か る た は 徐 々

に 盛 ん に な っ て い ま す が 、ま だ ま だ 認 知 度 は 低 く 、競 技 人 口 も ほ か の 競 技 に 比

べ る と 多 い と は 言 え ま せ ん 。競 技 か る た の 魅 力 は 数 え き れ な い ほ ど た く さ ん あ

り ま す 。私 は 競 技 か る た の 面 白 さ は 、そ れ ぞ れ の 札 に 色 が あ る と こ ろ に あ る と

思 い ま す 。百 人 一 首 は 白 と 黒 で 印 刷 さ れ た た だ の 札 で す が 、そ れ ぞ れ に は 色 が

あ る と 私 は 思 っ て い ま す 。あ の 一 枚 一 枚 に は そ れ を 詠 ん だ 人 の 思 い や 、そ の 人

が 感 じ た 匂 い 、音 、景 色 な ど が 込 め ら れ て い る の で す 。そ の 色 が 、札 が 読 ま れ

た 瞬 間 に ぱ っ と 広 が り 、ま さ に 千 年 前 と つ な が っ た 気 分 に な れ る の で す 。そ ん

な 競 技 は な か な か な い と 思 う し 、こ の 魅 力 に 気 づ い て し ま っ た ら 、競 技 か る た

を や ら ず に は い ら れ な い と 思 い ま す 。  

受 賞 の こ と を 耳 に し た と き は 、嬉 し さ よ り も 驚 き の 方 が と て も 大 き か っ た で

す 。か る た を し て い る 時 の 気 持 ち を そ の ま ま に 表 し た だ け だ っ た の で 、そ こ が

評 価 さ れ た こ と は と て も 嬉 し く 感 じ ま し た が 、ま さ か 三 重 県 知 事 賞 と い う 大 き

な 賞 を 頂 け る と は 思 っ て も い ま せ ん で し た 。表 彰 式 で は 、「 か る た を し て い る

光 景 が あ り あ り と 分 か っ て 良 い 」「 一 秒 と い う 一 瞬 に 焦 点 を 合 わ せ た こ と が 良

い 」と 評 価 し て い た だ き ま し た 。私 は こ の 短 歌 を 作 る と き 、「 自 分 の 好 き な こ

と を テ ー マ に し て 作 り た い 」と 思 い ま し た 。そ し て 真 っ 先 に 思 い つ い た の が や

は り 競 技 か る た で し た 。競 技 か る た を し て い る 時 の 気 持 ち を そ の ま ま に 表 現 し

た い と 思 っ て 、制 作 に は 一 週 間 ほ ど か か り ま し た 。作 り 終 わ っ た 後 も 、も っ と

工 夫 で き る と こ ろ は な い か 、も っ と 伝 わ り や す い 表 現 は な い か な ど 、ず っ と 考

え て い ま し た 。今 回 作 っ た こ の 短 歌 を 多 く の 人 に 読 ん で も ら い 、少 し で も 競 技

か る た に 興 味 を 持 っ て い た だ き た い で す 。そ し て 来 年 も 、次 は 信 綱 大 賞 を 目 指

し て 短 歌 を 作 り た い と 思 い ま す 。  

 

 



- 79 - 

 

第 63 回青少年読書感想文全国コンクール  

三重県審査 優秀賞 優秀一席 

「命売ります」    （対象図書：『命売ります』三島由紀夫著 筑摩書房） 

２年 中田 ジョエル健（久保中） 

  

「命売ります。」読んで字の如く、これは主人公が命を売りに出すとい

う話だ。ある日、主人公が新聞を読んでいると内側のページが「自分の

脱皮した皮がズリ落ちる」ようにテーブルの下へ潜り込んだ。拾い上げ

て目を通そうとすると、活字が「みんなゴキブリに」なってしまう。途

端に彼は世の中を動かしている世の仕組みを理解し、自殺を試みる。 

この作品に於けるキーワードは「無意味」である。主人公は後に、自

分を襲ったゴキブリの行列は「無意味」の化身だったと明かしている。 

さて、僕がこの非合理性を理解できると述べても一笑に付されるかも知れないが、それ

でも確かに僕はこの理不尽な思考回路には身に覚えがある。主人公には自分との多くの共

通点があるのだ。 

かなり主観的な評価だが、僕は自身を人一倍ロジカルな思考の持ち主であり、それでい

て情の厚さも持ち合わせた人物だと見なしている。 

ところが、そういった性格と矛盾した、非合理的な行動を取ろうとする感情や病的な無

関心が、自分の心の中に同居している事を日常生活において痛烈に実感している。 

先程、主人公には共感できる点が多いと述べたが、その最たる点が「行動に感情や打算

のない、つまり投げやりさがある」というものだ。僕は日頃から感じている自らの心の内

の矛盾や葛藤を同じく抱えているであろう主人公の出現に少し感動した。そして、著者も

同じものに苛まれた一人だろう。というのも、この作品はエンターテイメント性が色濃く

表された小説であるが、作中の至る所に抽象的な、または逆説的なメッセージが散りばめ

られており、それらに作者の人生観が強く投影されているのを感じずにはいられないから

である。 

さて、主人公は自殺に失敗するのだが、自分の命が必要だとも思えなかったため新聞に

「命売ります」との広告を載せる。これがきっかけとなり命懸けの仕事を次々に依頼され

るが、全く自分の命を顧みずこなしていく。 

その中で主人公がこう思う場面がある。「どうして人々はそんなに生きたいのだろう？死

の危険にもさらされていない人間が生きたいなどと感じるのは不自然な感情ではないだろ

うか。」これは、僕がかねてから疑問に思っていた事でもある。人間には、一生命体として

の生存本能が備わっているが、この本能の働きを平時から無意識のうちに糧として日常生

活を営んでいるに違いない。僕はそう結論づけているが、主人公も同様の感想を抱いてい

るようであった。 

つまり、主人公を「命売ります」という退廃的な行為に導いたのは生存本能が欠如して

いるという不自然な状況に他ならない。 

僕はそれほどまでに堕してはいないが、それでもやはり自分の命が何も分からぬまま一

瞬で消えるのならそれでも良いと思っている。 

僕には人間関係や学業の不振などといった世俗的な悩みの一つもないし、寧ろ今日に至

るまで誰からも羨ましがられるような華々しい人生を送ってきたが、心に「無意味」に襲

いかかる「無意味」に憑かれてしまえば忽ちにして世界観が狂ってくる事は否応無しに知

っている。抽象的な表現にしかならないが、僕にはこの現象をこれ以上詳細に説明する事

ができない。 

ところで、命を売る主人公だが、いつもすんでの所で偶然にも生き延びてしまう。何度

も死地をくぐり抜けるうちに主人公に新たな感情が芽生える。それは「生きたい」という
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ものである。 

非常にふざけた展開である。生への欲求とはおよそ無縁であると思われていた主人公に

そんな感情が生まれるとは予想外だった。しかし、人生がふざけた偶然や非合理にまみれ

ているのは当然の事だ。 

「人事を尽くして天命を待つ」と言うが、人事を尽くす気力があまり無い僕にこの本は

当たり前の事を教えてくれた。人事と無関係の次元で、天命は予測不可で複雑な変化を絶

えず続けているのだ。この事こそが、主人公が理解した「世の仕組み」であるに違いない。 

今僕はかつての自分の様に積極的ではないし、あえてその頃の様になろうと思う訳では

ないが、心の奥底には積極性を回復しようという欲求或いは本能が眠っているのかもしれ

ない。 

逆説的だが、主人公が命を売りに出したのは生存欲求を得るためだったと言えないだろ

うか。「死に直面していない人が生きようとするのは不自然だ」と考えていた彼は、自ら命

を危険に晒す事で生への渇望を得られると心の片隅で理解していたのかも知れない。 

 僕には、命を売る程ではないにせよ投げやりな行動力はあるつもりだ。そんな僕だから

こそ、大きな変化をもたらす事ができる筈だ。 

 案外、僕も変わるかも知れない。 

 

三重県審査 優秀賞 

世の中に絶えて桜のなかりせば     

（対象図書：『贋作・桜の森の満開の下』 野田秀樹著 新潮社） 

２年 福田 理和子（三重大学附属中） 

 

「世の中に絶えて桜のなかりせば春の心はのどけからまし。」在原業平はこの歌を詠んだ

時、何を思ったのでしょうか。私はきっと、彼は満開の桜の桃色の陰に隠れた恐ろしさに

気づいたのだと思うのです。人々を狂わせてしまう桜を怖れたのだと、私は思うのです。 

「君はもっと頑張ってしたほうがいいと思う。」一年生のとき、演劇部での公演のあと、

私は尊敬する先輩にそう言われました。「何故」という気持ちだけが私の胸の内にうずまき

ました。私の演技はそれほどまでに酷いものだったろうか。これまでの私の頑張りは認め

られないのか。それからずっと、先輩のその言葉が私の胸の中に居座っているのです。私

が、頑張って何かを手に入れたい、こんな自分になりたいと強く思うたびに、先輩の言葉

が私の心にブレーキをかけてしまうのです。どうせ、私なんかが頑張ったって自分を変え

ることなんてできない。またあの日のように認められないで終わっていくだけだ。自分さ

え変えることのできない人間が、他人の心を動かすことのできる演技なぞできる訳がない

のだ、と。そのうちに、私の心の「どきどきわくわく」は消え、ただ永遠に平坦な道が続

いていたのです。大好きだった演劇も先輩も大嫌いになりました。 

そんな中、私が出会ったのが『贋作・桜の森の満開の下』なのです。表紙の、真赤な桜

のおどろおどろしさと、「贋作」という言葉に惹かれてこの本を手に取りました。まるで劇

の台本のような文章の書き方に戸惑いながら、しかし新鮮さも覚えながら私はその物語の

異様さにのめり込んでいきました。 

この物語には鬼と人とが同じ世界に住んでいます。しかし、鬼は人の目に見えず、黒子

のような仕事をしているのです。人を馬鹿にしながらも人になりたいと焦がれ、人になれ

ても鬼であることを隠してでしか生きてゆけない。人に虐げられながら生きていく鬼の生

き方を見て、私は、悲しい奴らだとか滑稽だと思うことはありませんでした。私だってこ

の鬼と同じだと思ったのです。自分が本当に生きたいようにしてしまえば、大衆の目の敵

にされてしまうと恐れ、怯え、私は毎日を過ごしているのです。大衆に支配されて生きる

のは息苦しく、つらいということは鬼以上に私は知っているのです。でも、もし鬼が人に

なったとしても、それは鬼であった自分を殺して生きているのだから、心のどこかではあ
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の日が懐かしいとか、あの日のほうが良かっただなんて思うのでしょうか。私は、身の丈

に合わない望みは、それが叶ったとしても自分にとって息苦しく、つらいということに変

わりはないのだろうと思うのです。結局、鬼であっても人であっても、何も変わらないの

でしょう。 

しかし、私のその考えは、異様な物語の中でもとび抜けて異常だった夜長姫に塗り替え

られました。 

ところで、ある男は人生がずっと下り坂であればどんなに楽だろう、と言うのです。し

かし、人は下り続けていけるほど強くないと私は思うのです。どこかでブレーキをかけて

引き返してしまう。しかし、夜長姫にはそのブレーキがないのです。私は、そんな彼女を

羨ましく思いました。「わくわくどきどき」のない、平坦な道にいる私と違い、彼女には「わ

くわくどきどき」に満ちた毎日があるのだろうと。私は、ブレーキをかけていたこれまで

の自分を後悔しました。坂を下っていくことを恐れてはいけない、ブレーキをかけたまま

の人生の何が一体楽しいのでしょうか、いや、何も楽しいことなんてないのでしょう。 

私が大嫌いになった演劇。でも、今であれば、この本を読み終えた今なら、私の演技の

何がいけなったのか、何が足りなかったのか分かります。呪うか殺すか争うかするほど強

い思いがなければ、素晴らしいものは完成しないのです。私には、その強い気持ちがなか

ったのです。誰かを変える劇を作り上げようという気持ちが足りていなかったのです。私

の心は空っぽで、それと同じように私の演技も空っぽだったのです。でも、今なら先輩を

も感動させる劇ができる気がします。 

「あんたなんか大嫌いだ。私の演技を見てあの日のことをずっと、後悔すればいい。」 

そう呪えばいいのですから。 

もしこの世に桜がなかったならば、春をのどかな気持ちで過ごせただろうに、なんて昔

の歌人は詠んだけれども、私は、桜はそういう、人の心を狂わせてしまうものでなくては

いけないと考えるのです。桜に心を狂わされ、笑いながら下り坂を自転車で下っていく、

そんな人生はきっと、息苦しく平坦な道を行く、つまらない私の人生よりよっぽど生きが

いのある、美しく、素敵なものになると思うのです。桜の森の満開の下、ひとつも物音が

ない中で、私も美しい桜に狂わされてしまいたいと、心のどこかでは願っているのです。 

 

三重県審査 優秀賞 

トーキョー・プリズンと戦争の闇     

（対象図書：『トーキョー・プリズン』 柳広司著 角川書店） 

２年 辻岡 優奈（明和中） 

 

闇。私がこの本を読んで最初に思ったことは、人間は誰もが、厳し過ぎる状況や、そこ

での些細な出来事がきっかけで、心に深い闇や歪んだ狂気を抱き得る存在であるというこ

とだ。 

 戦後の日本の監獄での連続密室殺人事件。その謎に、普通なら着目しない観点から、常

人では考えつかない考えで切り込んでいく、記憶を失った戦争犯罪人キジマの推理。さら

に最後まで全く関係があると思っていなかった、主人公フェアフィールドの親友クリスの

行方と監獄殺人との意外なつながり。その節々で感じられる、戦争によってもたらされて

しまった苦しみ。痛快な伏線や推理もさることながら、ひときわ私の注意を引いたのは、

やはり所々に表現された、戦争がもたらした苦しみや狂気だった。 

 戦争は、私たちが子どもの頃から何の幸せも生まれない、絶対に繰り返してはならない

人類の大きな過ちとして、散々学校などで教え込まれてきた。戦争ものの映画鑑賞会も定

期的に行われたし、道徳の時間を使って、戦争についての話し合いや、戦争を経験してき

た方などに話を聞く会なども催された。 

 その甲斐あってか、私たちの多くは、戦争はしてはならないものだという絶対に近い認
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識を持っていると思うし、今後も起こってほしくないという願いも強く持っていると思う。 

 しかし、私はその思いを感じながら、学校の授業ですること以外は、自分から戦争につ

いての情報を集めることをしなかった。おそらく、そういった人が同じ年の人たちの中に

もたくさん居ると思う。そんな私に、この本は多くの衝撃をもたらした。 

 小・中学校で学んだ、戦争についてのことは、戦いや兵器がもたらす被害や、それによ

って失われる命、傷付いた人々についてであったり、またそれによって起こる食料不足や

医療の不行き届きのために強いられる一般人の貧困が主だった。しかし、巻き込まれた一

般市民の視点だけでは見えてこないものもある。例えば、戦場で戦っていた兵士たち。ま

た、捕虜となった兵士や、それを管理する軍人である監守。こういった人たちのことは、

小・中学校での学習ではあまり見えてこなかったのではないだろうか。 

 この本には、それらが外国の軍人の観点を含め、色濃く書かれている。例えば、記憶を

失った戦争犯罪人キジマは、外国人捕虜を対象とする監獄の監守長だった。まだ学生だっ

た頃の彼は、聡明で公正な好青年だった。しかし、捕虜を虐待したとする彼は、戦争で変

わってしまっていた。捕虜たちの管理のために出来る限りの事をしようと意気込んでいた

キジマだが、捕虜のためにしている事が捕虜への体罰に抵抗が無くなった彼は、その行為

に楽しみすら見い出し、「これが本当の自分なのだ」と絶望する。 

 また、キジマの親友であったイツオは、キジマと共に離島に出兵するが、「敵国の兵士だ

から殺しても良いんだ」という、戦争による倫理的抑制の欠如から、捕まえた捕虜を虐殺

し、その肉を喰らうという、人道に背いた行為を実行した。 

 私は、彼らが悪いとは思わない。正確には彼らの行為は許されない事だが、彼らの元の

人格が邪悪だとは思わない。彼らが今の私たちの時代を生きていたとしたら、何の問題も

無く、人並みに幸せな人生を送れたであろう。彼らの人格が歪んでしまったのは、戦争が

起こったからだ。 

 人は誰でも、心の奥底に闇や狂気を抱えているものだと思う。しかしそれらが、平穏な

日常生活で表れることはあまり無い。戦争があったからこそ、彼らは壊れてしまったのだ。 

 逆を言えば、戦争のような「人を殺しても問題無い」というような、倫理的抑制がきか

ない状況であれば、私たちも彼らと同じようになるかもしれないということだ。誰もが理

性を失い、狂気を孕んだ、殺伐とした世界。現代の日本では考えにくい事かもしれないが、

そんな世界にならないという保証は無い。 

 何度も言うが、そのような状況下で、狂気に取りつかれた人間を、私は極悪とは思わな

い。そのような状態にさせた、社会の状況が原因であり悪なのだと私は思う。 

 「戦争は、絶対にしてはならない。」この言葉を深く考え、本気で口にする人間が果たし

て何人くらい存在するだろうか。口にするのは簡単な事だ。大切なのは、「戦争はしてはな

らない」という言葉を既成事実として当たり前の事だと認識し、それ以上深く考えない、

という事を今すぐやめることだ。戦争について自らの意志で考え、再認識し、戦争への抑

止力となることだ。 

 私たち一人一人にできる事は少ないかもしれない。しかしあと二年で獲得する選挙権な

ど、その機会がもたらされた時、強い意志で戦争に反対していく姿勢が大切であると私は

考える。 

 

三重県審査 優秀賞 

人間の善と悪     

（対象図書：ジーキル博士とハイド氏』 スティーヴンソン著 新潮社） 

１年 市川 巴菜（鼓ヶ浦中） 

 

私は元々友達が多いほうではない。小中学校の間は、本当に気負わずにいられる人と一

緒にいることが多かった。人に合わせて行動することが苦手で、だからこそ友達を選んで
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今まで過ごしてきた。「そんな私に友達なんてできるのだろうか。」入学式前の私の頭の中

は、その思いでいっぱいだった。 

でも、一人の友達ができた。私の入学後一人目の友達は、今までの友達のタイプとは全く

別の人で、共通の趣味や興味があるわけではない。なぜ仲良くなったのかと聞かれてもよ

くわからない。何か私は彼女に惹かれるものがあった。 

『ジーキル博士とハイド氏』を読んで、私はなぜ彼女に惹かれるのか、わかった気がす

る。彼女の良さを理解できた気がするのだ。 

ジーキル博士は高貴で勤勉で善良な人であり、社会的地位も持つ。しかし、それゆえに

若い頃から自分の快楽、つまり犯した罪を隠蔽するという二重の生活を送ってきた。博士

は長年の研究の末、その善と悪を全く分離させる薬の開発に成功するが、やがてその薬は

自身の破滅を招くことになる。 

この本を読み終えたとき、私は素直に博士の作った薬が欲しいと思った。たとえそれが、

いずれ自分を滅ぼしてしまうとしてもだ。世界の大部分の人は自分の悪い部分、意地汚い

部分、そういったものを隠そうとする。私も例外ではない。どちらかというと、ジーキル

博士のように、なるべく完璧に隠蔽しようとする。どのクラスメートにも優しく接し、悪

口は避け、先生の顔色を窺いながら学校生活を過ごしてきた。だが、この自分は偽者では

ないと断言できる。皆にいい顔をしている私は、完全なる私である。こういう人物であり

たいという、自分の思い描く人物像に従って、自分の意志で行動している結果だから、嘘

だといえないはずだ。たとえ、それが感情のままにした行動とは異なっていたとしても、

その行動から人は判断される。他人が感じる私に対しての感情が、私という人物を作って

いくのだから、他人から見た私は偽善者ではないのである。 

しかし、私はごくたまにある想像をしてしまう。それは、「今ここで私が暴れたらどうな

るんだろう」とか「人を殴ったら…」とか想像してしまうのである。自分が絶対にしない

ことだとしても、それのせいで全てが壊れてしまうと容易に想像でき、気が付くと私は胸

が高鳴っている。見てほしくない悪の自分を見てほしいと思っている自分がいる。ジーキ

ル博士も同じだったのではないか。本書には善悪を分離させることで「人生から一切の堪

えがたいものがとり除かれる」という博士の見解がある。私はこの「堪えがたいもの」と

は、知られたら地位も名誉も失ってしまうような悪が、バレてしまうかもしれないという

不安や怖れではないと思う。全てを曝け出したいのに出せない、悪の自分を見せないよう

にしなくてはならないという苦痛、ストレスからくるものなのではないかと思う。 

博士が、薬によって次第に善を失っていったことから、人の善と悪の分離は不可能だと

わかる。残念ながら私たちは、その苦痛に耐えるしかないのだ。趣味や娯楽など何かしら

の方法で発散し、毎日を善く正しく生きるしかない。分けられないのだ。うまく自分の善

悪と付き合っていくほかに方法はない。 

だがこの悪をうまくコントロールできないと自分が犯罪者になってしまう可能性もある。

よくテレビで犯人を知る人が「まさかあの人が殺人を犯すなんて」と言うのを耳にする。

これは私と同様の衝動が制御不能になった結果だと思う。全ての殺人がそうだとはいえな

いが、「殺したい」気持ちの一因には挙げられるのではないだろうか。かつて名大生が元同

級生に毒を飲ませるという事件があった。私はこの犯人の気持ちを理解することはできな

い。でも、他人事だと思えない自分も今確かにここにいる。常に私の中にいる悪が、いつ

か止められなくなるのではと、この本を読み怖くなった。 

そうならないためには、単純に考えると全てを曝け出せばいい。善も悪もどちらも人に

見てもらうのだ。だが、それが困難を極めることは百も承知で、人は皆人に好かれたいと

思うから善人であろうとする。私はそれが普通だと思っていた。 

しかし、私の一人目の友達は違った。正しいと思ったことはするし、間違いだと思った

ことは遠慮なく毒を吐く。その言葉が明らかに人を傷つける内容だったとしても言う。も

ちろん、彼女の行動が全て正しいとはいえないし、彼女自身もそのことは分かっている。

でも、私は彼女を見ていると清々しく感じる。自分に嘘をつかない姿が、私には眩しい。

全ての人が彼女のように生きられるわけではないが、なぜ惹かれるのかと聞かれれば、善

と悪をどちらも出し、彼女が彼女自身に嘘をついていないからだとはっきり言える。 
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第 29 回読書感想文画三重県コンクール  

指定読書の部 最優秀賞 

「つながるカケラ」 （対象図書：『人はなぜ星を見上げるのか  

星と人をつなぐ仕事』 髙橋真理子著 新日本出版社） 

２年 宇陀 二千佳（東観中） 

  

死は生のはじまりであるということと、被災地の人々にとって星空は救いであったこと

が印象に残りました。私にとっていつでも見れる星が、誰かの希望になっていることに感

動しました。背中を向けた天使は亡くなった人を表し、羽の生えた馬はこれから生きてい

く命と希望をイメージしました。赤色で馬にスパッタリングをし、命を表しました。馬と

天使をつくっているかけらは星で、星と命のつながりを表現しました。 
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自由読書の部 最優秀賞 

「見えないもの」 

     （対象図書：『星の王子さま』 サン＝テグジュペリ著 新潮社） 

２年 森 麻菜（鼓ヶ浦中） 

 

筆者がこの本を書いてから時と国境を越えて今の子供たちや大人にまでも読み継がれて

いることに感動しました。そしてまさにこのつながりが目に見えない大切なものではない

かと思い、想いのつながりを描きました。大切なものは目に見えないのでどのように表現

すればいいか悩みました。筆者が書いてから私たちに届くまでのつながりが優しく描けて

いたらうれしいです。 
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  ビブリオバトルに参加して 

           ２年 下地 なつめ（輪内中） 

 ビブリオバトルというのはおすすめの本を紹介しあってどの本が一番面白いか決める
というのが大まかなルールです。本の内容ではなくトークの面白さが基準になったり、そ
もそも本の面白さは比べられるのか？など、疑問点や「読書の楽しさを広める」という本
筋からの脱線は確かにあります。しかし、本の面白さを共有できたり、プレゼン能力がア
ップしたり、いいところもたっぷりあります。 

ビブリオバトルには、本好きがたくさん集まっています。「この本の面白さを語り合いた
いのに、読んでいる人がいない・・・」とお悩みのあなた、ビブリオバトルに参加してみ
たら、同じ悩みを抱えてもんもんとしている人に会えるかもしれません。特に、あまり有
名でない本で「あなたもこれ読んでるの？私も読んでる！」というやりとりができた時は
最高です。同志！とがっしり手を握り合いたい気分になります。共通の趣味の友達ができ
るいいチャンスです。 

 読書はお金のかからずスペースのとらない手軽な趣味です。だけど、まず何を読んでい
いかわからない、という方にもビブリオバトルはおすすめです。最近は本屋さんで開催さ
れるなど日常に浸透しているものになっています。何人かの友達と集まってまったりと好
きな本を語り合うところからはじめてもいいかもしれません。「バトル」なんでしょ？じ
ゃあ、勝ちを狙いに行きます！という強気な方には、差し出がましいですが、私からいく
つかアドバイスをさせていただきます。 

①  あまり有名な本を選ばないこと 

ビブリオバトルは、先ほども書きましたが、読書量豊富な方が多いです。有名な本
だと、すでに読んでいる可能性があります。 

②  順番は最後の方にすること 

公式のルールは、発表に５分、質疑応答に3分です。人数が多いと一時間かかること
もあり、最初の方だと印象が薄れます。くじ引きで決める場合もありますが、選ば
せてもらえるなら最後がおすすめ。 

③  好きな本を選ぶこと！ 

やっぱり好きな本だとモチベーション上がりますからね！ 

私がビブリオバトルを始めたきっかけは、中学校の時の学校ごとの大会に参加したとき
です。大勢の前で発表したのですごく緊張しましたが、観客の皆さんが笑ってくれたので、
すごく達成感がありました。好きな本を、一人で楽し
むのもいいですが、ほかの人に広めていくことの楽し
さはまた格別です。紹介される本も幅広く、キノコ好
きが高じてキノコの図鑑を紹介している方もいまし
た。キノコの図鑑を読むなど考えてもみなかったので
すが、その方の発表にとても引き付けられたのでいつ
か読んでみようと心に決めました。 

自分の普段読まないジャンルに出会えるというてん
でもビブリオバトルは魅力的だと思います。 

来年は受験勉強に忙しく、ビブリオバトルをする余
裕はないでしょうが、大学に入ったら、また何かの機
会に参加しようとたくらんでいます。みなさんもぜひ、
お暇なときに 

参加してみてください。きっとハマりますよ！ 



- 87 - 

 

                                 

「全国高等学校ビブリオバトル 2017 東海大会に参加して」 

２年  中芝 美紅(尾鷲中)  

 

私 は 10 月 9 日 に 行 わ れ た 全 国 高 等 学 校 ビ ブ リ オ バ ト ル 2017 東 海 大 会 に バ ト

ラ ー と し て 出 場 さ せ て い た だ き ま し た 。紹 介 し た 本 は 、小 島 達 矢 さ ん の デ ビ ュ

ー 作「 ベ ン ハ ム の 独 楽 」で す 。こ ん な に 規 模 の 大 き い 大 会 に 出 場 す る の は は じ

め て の こ と だ っ た の で 、ど ん な ふ う に 本 の こ と を お 話 し し た も の か 、と 悩 み ま

し た 。い つ も は 原 稿 を 書 か ず に 、こ れ だ け は 忘 れ ず に 伝 え た い 、こ の 本 を 語 る

の に 欠 か せ な い 、と い う 点 だ け 意 識 す る よ う に し て 、比 較 的 自 由 に 五 分 間 の お

話 を し て い た の で す 。そ れ は 中 学 生 の こ ろ に 読 ん だ ビ ブ リ オ バ ト ル を 題 材 と し

た 小 説 の 、ス ピ ー チ の 五 分 間 は 誰 に も 邪 魔 さ れ ず に 自 分 の 大 好 き な 本 に つ い て

語 る こ と が で き る 時 間 だ 、と い う 考 え 方 に 感 銘 を 受 け た か ら で す 。結 局 今 回 の

バ ト ル も 、 ど ん な 場 で も 本 を 楽 し く 語 り た い と い う 気 持 ち を 忘 れ る ま い と 思

い 、原 稿 を 書 か ず に 臨 み ま し た 。お 客 さ ん た ち と コ ン タ ク ト を と り な が ら 、楽

し く お 話 を す る こ と が で き た と 思 い ま す 。  

ま た 、 東 海 大 会 と い う こ と で 、 バ ト ラ ー の 数 も 多 く 、 そ れ ぞ れ が 個 性 的 で と

て も お も し ろ い バ ト ル で し た 。ま さ に「 本 を 通 し て 人 を 知 る 、人 を 通 し て 本 を

知 る 」 と い う ビ ブ リ オ バ ト ル だ っ た と 感 じ ま し た 。 そ の 人 の 好 き な 本 を 知 る 、

あ る い は 読 む 、ま た は そ の 人 の 語 る 姿 を 見 る こ と で そ の 人 の 意 外 な 一 面 を 知 る

こ と が で き る と い う の が ビ ブ リ オ バ ト ル の お も し ろ い と こ ろ で す 。 た と え ば 、

い か に も い ま ど き の 女 子 高 生 ら し く ス カ ー ト を 短 く し た 無 愛 想 な 感 じ の 女 の

子 が 、嬉 々 と し て 自 分 が 尊 敬 し て い る 天 文 学 の 博 士 に つ い て 語 り な が ら 海 外 の

ス ペ ー ス フ ァ ン タ ジ ー を 紹 介 し て い た り 、柔 和 そ う な お っ と り と し た 語 り 口 の

女 の 子 が 、 狂 気 の 学 校 か ら の 脱 出 劇 を え が く

な か な か に 猟 奇 的 な 小 説 を 紹 介 し て い た り …

… 。 今 回 の バ ト ル で は 、 他 の バ ト ラ ー さ ん と

初 対 面 だ っ た の で 、 よ り 強 く そ の お も し ろ さ

を 感 じ ま し た 。 で も 案 外 、 近 し い 友 人 に で も

本 の 趣 味 を き く と 意 外 な 一 面 が み え る か も し

れ ま せ ん ね 。  

こ の 大 会 に 出 場 し て 、た く さ ん の 本 を 知 り 、

人 を 知 り 、 い ろ ん な こ と を 考 え る こ と が で き

て 、 と て も 充 実 し た 一 日 を 過 ご す こ と が で き

ま し た 。 ビ ブ リ オ バ ト ル が と て も 素 晴 ら し い

催 し で あ る と 再 認 識 し 、 ビ ブ リ オ バ ト ル の ま

す ま す の 興 隆 を 願 う ば か り で す 。  
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「健康に関する作文」  

 

11 月に行われた第 43 回「健康に関する作文」コンテスト（三重県学校保健会主

催）において、下記の生徒が受賞しました。  

○優秀賞 2 年 奈良 壮馬さん（赤目中） 

○佳作   1 年 山川 琉誠さん（東観中） 

○佳作   1 年 菊野 貴弘さん（三重大学附属中） 

○佳作   2 年 中井 樹奈さん（桔梗が丘中） 

 

                                

「健康体の達人を目指して」 

優秀賞         2 年  奈良 壮馬(赤目中)  

 

皆 さ ん は 、「 健 康 」と い う 言 葉 を 聞 い た 時 ど の よ う な 事 が 頭 に 浮 か び ま す か 。

僕 が 浮 か ぶ の は 、「 食 べ る こ と 」で す 。今 僕 が 毎 日 元 気 に 学 校 へ 行 け て い る の

は 、 朝 、 昼 、 晩 、 し っ か り ご 飯 を 食 べ て い る か ら だ と 思 い ま す 。  

僕 は 食 べ る こ と が 大 好 き で す 。お い し い 物 を た く さ ん 食 べ ら れ て 、さ ら に 栄

養 を 蓄 え ら れ る 事 は 僕 達 人 間 に と っ て 、こ れ は と て も 素 晴 ら し い 事 だ と 思 い ま

す 。  

し か し お い し い 物 を た く さ ん 食 べ る と 言 っ て も 、好 き な 物 ば か り 食 べ て い た

り 、お 菓 子 や フ ァ ー ス ト フ ー ド な ど 、栄 養 素 が 極 端 に 偏 っ て い る 物 ば か り 食 べ   

て い る と 、不 健 康 な 体 に な っ て し ま い ま す 。不 健 康 な 体 の 例 と し て 、体 脂 肪 が

過 剰 に 蓄 積 し た 状 態 で あ る 肥 満 、食 事 を 含 む 生 活 習 慣 が 発 症 原 因 に 深 く 関 係 し

て い る 生 活 習 慣 病 な ど が あ り ま す 。こ れ ら の 病 気 に か か る と 、症 状 を 治 す た め

に 特 定 の 食 べ 物 を 食 べ る こ と を 制 限 さ れ た り 、そ れ に よ っ て 精 神 的 な ス ト レ ス

が 発 生 し た り し ま す 。  

何 よ り 、そ の 人 に と っ て「 食 べ る こ と 」が 楽 し い 事 で な く な っ て し ま い ま す 。

食 事 と い う も の は 、 楽 し む も の で あ る と 思 い ま す 。  

今 、口 の 中 に 入 れ て い る 物 は 、誰 が ど こ で 育 て た も の な の か 、自 分 自 身 の も

と へ 運 ば れ て く る ま で 、育 て た 人 は ど れ ほ ど 苦 労 し た の か 。そ こ ま で 考 え る と 、

食 べ る こ と は 楽 し く な り 、 食 べ 物 に つ い て も っ と 知 り た く な る と 思 い ま す 。  

自 分 が 苦 手 な 食 べ 物 で も 、栄 養 素 に よ る 体 へ の 効 果 や 、食 卓 に 並 ぶ ま で の 過

程 を 想 像 し て み る と 、自 然 と 食 べ た く な っ て く る か も し れ ま せ ん 。僕 は 小 さ い

頃 、椎 茸 が と て も 苦 手 で し た 。し か し 、テ レ ビ や イ ン タ ー ネ ッ ト な ど で 、椎 茸

は 栄 養 素 の バ ラ ン ス が 良 く 、健 康 に 良 い と い う 事 を 知 り ま し た 。今 は 、食 事 に

椎 茸 が 出 る と 、積 極 的 に 食 べ る よ う に し て い ま す 。そ の お か げ で 、僕 は 椎 茸 が

好 き に な り ま し た 。椎 茸 が 苦 手 な 皆 さ ん 、椎 茸 は と て も 栄 養 の あ る 食 べ 物 な の

で 、 是 非 一 口 食 べ て み て く だ さ い 。  

こ こ ま で 、健 康 は 食 べ る こ と で あ る 、と 述 べ て き ま し た 。そ こ で 、健 康 な 体

を 保 つ た め に 、も う 一 つ 大 事 な こ と が あ り ま す 。そ れ が「 運 動 す る こ と 」で す 。
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た く さ ん 食 べ る こ と は も ち ろ ん 大 事 で す が 、食 べ る と 、そ れ だ け 体 は カ ロ リ ー

を 摂 取 す る こ と に な り ま す 。こ の 摂 取 し た カ ロ リ ー を 、運 動 に よ っ て 消 費 す る 、

こ れ が 健 康 な 体 を 保 つ た め に は と て も 大 事 な 事 な の で す 。寒 い お 正 月 に 、こ た

つ に 入 り な が ら お 餅 や み か ん を 食 べ て い た ら 、短 期 間 な の に か な り 太 っ て し ま

っ た と い う 人 が い る と 思 い ま す 。そ れ は 、カ ロ リ ー が た く さ ん 含 ま れ る お 餅 な

ど を 食 べ て い る に も 関 わ ら ず 、ほ と ん ど 運 動 し な い か ら な の で す 。先 ほ ど 述 べ

た 肥 満 を 防 ぐ た め に も 、 運 動 は と て も 大 事 だ と い う こ と で す 。  

こ こ で 、僕 が 日 頃 か ら 実 践 し て い る 、無 駄 な 脂 肪 を つ け な い た め の 心 掛 け を

い く つ か 紹 介 し ま す 。  

ま ず 、食 事 は 毎 回 お 腹 い っ ぱ い に な る ま で 食 べ る よ う に し て い ま す 。今 回 は

少 な め で い い か 、と 量 を 減 ら し て し ま う と 、次 食 べ る ま で に お 腹 が と て も す い

て し ま い 、 食 べ た 時 に 体 が 自 ら カ ロ リ ー を 摂 取 し す ぎ て し ま う か ら で す 。  

ま た 、ジ ュ ー ス は 、運 動 中 の ス ポ ー ツ ド リ ン ク を 除 き 、な る べ く 砂 糖 が 入 っ

て い な い も の を 飲 む よ う に し て い ま す 。夕 食 後 は 一 切 飲 ま な い よ う に し て い ま

す 。寝 る 前 に 砂 糖 を 吸 収 す る と 、そ れ が 寝 て い る 間 に 脂 肪 に な り や す い か ら で

す 。  

し か し 、 朝 は 好 き な 物 を を 食 べ て 学 校 に 行 き ま す 。 朝 に 蓄 え た 砂 糖 な ど は 、

学 校 に 行 っ て 授 業 を 受 け た り 、部 活 動 で 運 動 し て い る と き に 燃 焼 さ れ る か ら で

す 。  

以 上 が 、僕 の 実 践 し て い る 事 で す 。夜 に 高 カ ロ リ ー の 物 を お さ え る だ け で も

効 果 が あ る と 思 う の で 、 是 非 試 し て み て く だ さ い 。  

先 ほ ど 述 べ た よ う に 、私 は 毎 回 お 腹 い っ ぱ い 食 べ ま す 。そ れ は 脂 肪 が つ く の

を 防 ぐ た め と 、 も う ひ と つ 理 由 が あ り ま す 。  

僕 は 、部 活 は ラ グ ビ ー 部 に 所 属 し て い ま す 。ラ グ ビ ー は 人 と 当 た る ス ポ ー ツ

な の で 、体 が 大 き い 方 が 有 利 で す 。だ か ら 、毎 回 た く さ ん 食 べ て 体 を 大 き く し

て い ま す 。そ れ も 、脂 肪 を つ け る の は 意 味 が あ り ま せ ん 。こ の 文 章 を 通 し て 述

べ て き た「 食 べ る こ と 」と 「 運 動 す る こ と 」の 二 つ が し っ か り 噛 み 合 っ て 、 ど

っ し り し た 強 い 体 を つ く る こ と が で き る の で す 。  

 皆 さ ん が 考 え る 、健 康 は 色 々 あ る と 思 い ま す 。僕 は 、「 食 べ る こ と 」と「 運

動 す る こ と 」は 生 活 の 基 本 だ と 思 い ま す 。自 分 の 体 の 一 番 の 理 解 者 は 自 分 で し

ょ う か ら 、毎 日 自 分 の 体 と 向 き 合 い な が ら 、心 身 共 に 健 康 に 過 ご し て い き ま し

ょ う 。  

 


